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特集  地域自治区制度⑥
ニューススポット
お知らせ
まちの話題
エコトピックス
シリーズ長篠・設楽原の戦い[歴史秘話] 第15回

〈特集〉新城の農業について考えるP4

「設楽原歴史資料館」  新城美術協会　森田悦子さん（東新町）の作品です。

甲胄を着てお出迎え

広報しんしろ

日本一の火縄銃を鑑賞できます！
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「集まれ!ちびっ子広場」に登場する「ちびっ子」を皆さんから募集します。
対象／市内在住の1歳から小学校入学前までのお子さん。ただし、1歳未満のお子さんも、１歳以上小学生未満の兄弟と一緒の場合は可。

！
れ
ま
集 ◆ ◆ ◆ ◆ ◆◆ ◆ ◆ ◆ ◆

　設楽原歴史資料館では、職員が甲冑
を身に着け、来館者をお出迎えしてい
ます。ぜひ、資料館へお越しください。

6月

今月の表紙

緊 急 医

緊急医

夜間診療所

休日診療所

1
2
3
9
12
16
19
20
23
30

22-4100

22-2266

24-6500

32-1515

24-6500

35-0811

24-6022

24-3222

22-1150

22-2266

金
土
日
土
火
土
火
水
土
土

さくら眼科（上平井）

茶臼山厚生病院（富沢）

石川整形外科クリニック（平井）

星野病院（大野）

石川整形外科クリニック（平井）

宮本病院（海老）

皮フ科新栄クリニック（平井）

春日眼科（杉山）

今泉病院（栄町）

茶臼山厚生病院（富沢）

診療受付時間
【土曜日】午後５時～午後８時30分
【専門科】午後７時～午後10時30分
※ただし、赤字は午前９時30分～午後４時30分

診療日
毎日
診療科目
内科、小児科
診療受付時間
午後7時30分～午後10時30分
診療時間
午後8時～午後11時
診療場所
夜間診療所
新城市字北畑54番地1
（市民病院東側隣接地）
　 24 -1161

医科
午前9時30分～午後4時30分
歯科
午前9時～正午

診療日

診療場所
休日診療所
新城市矢部字上ノ川1番地8
　 23 -3665

診療は医科・歯科ともに外来
のみです。

電話で症状を連絡のうえご来院ください。
※医師の都合により、緊急医は変更することがあります。

QRコードを利用しますと携帯電話で
緊急医の情報をご覧になれます。

医療機関を利用されるときは、必ず「健康保険証・
各種受給者証・お薬手帳」をご持参ください。

駐車場は、市民病院駐車場をご利用ください。

電話で症状を連絡のうえご来院ください。
※医師の都合により、診療時間の変更または休診することがあります。

※担当歯科医師は新城歯科医師会の
　ホームページ
http://sdent-hp.web.infoseek.co.jp/
をご確認ください。

6月3日㈰、10日㈰、17日(㈰、
24日㈰

休日診療所は日曜日、国民の祝日、8月15日および年末年始（平成24年
12月30日～1月3日）に診療を行います。

くすり安心電話県救急医療情報システム
・県救急医療情報センター
　1年365日24時間最寄りの医療機関を案内しています。
　　22 - 1133 　 http://www.qq.pref.aichi.jp/
・県小児救急電話相談
　毎日午後7時から11時まで小児の救急電話相談を
　行っています。
　　＃8000〔短縮電話番号〕 　　052-962 - 9900

くすり・医療用品などに関する緊急の相談・質問などに応
じます。
・新城薬剤師会　　090-5007-1200
・開設時間　午後9時～翌朝午前9時

HP

今 月 の 人 口 平成24年5月1日現在（前月比）

※転出の取り消しなどで、総人口前月比の合計と異動事由の集計が
　一致しない月もあります。

総人口…49,915人 （－98）
男………24,597人 （－48）
女………25,318人 （－50）

世帯数………………16,776

出生…… 27人
死亡…… 46人
転入……126人
転出……207人

住宅

市民病院
夜間診療所

正面
玄関 身障者

駐車場

国道301号至豊川 至鳳来

新城区
検察庁

新城
簡易
裁判所噴水

特別養護
老人ホーム
麗楽荘

新城保健センター
新城休日診療所

至鳳来
消防防災
センター

新城東高校東郷西小

東新町

いきいき
ライフの館

ケアハウス
和光ハイム

介護老人
保健施設
サマリヤの丘

倉
牛
至

井
平
上
至

JR飯田線（至飯田）
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市政番組キャラクター「亀姫」
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※平成２4年４月1日～３０日の間に届け出のあった赤ちゃんです。届出人の承諾を得て掲載しています。

こ に わん ちこ に わん ち 赤ちゃん
届出分
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赤ちゃん

（左）春陽ちゃん ３歳 （平成21年3月2日生まれ）
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特集● 新城市の農業を考える  第１回
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友
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反
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を
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方
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菜
野
薬
農
無

張
頑
を
業
農
で
代
世
い
若
や
方
る
い

の
業
農
の
城
新
、
て
し
通
を
材
取
　

な
ん
み
を
業
農
の
日
明
、
り
知
を
今

。
す
ま
し
待
期
を
と

   

足
不
の
者
継
後

び
よ
お
家
農
業
兼
種
２
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８
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入
り
取
の
日
明
は

農
、
は
て
し
と
由
理
た
し
加
増
が
害
被

　

ら
か
足
不
者
継
後
、
化
齢
高
の
者
事
従
業

が
地
棄
放
作
耕
、
て
い
お
に
ど
な
地
間
山

人
が
域
息
生
の
獣
り
よ
に
と
こ
た
し
加
増

。
す
ま
い
て
れ
わ
言
と
る
あ
で
つ
一
の

①
、
に
め
た
ぐ
防
を
害
被
た
し
う
こ

　

残
る
な
と
餌
②
る
す
握
把
を
態
実
害
被

の
後
穫
収
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④
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こ
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と
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策
御
防
の
間
人
た
し
う
こ
、
は
ち
た
獣

い
て
け
続
え
与
を
害
被
り
ぐ
く
い
か
を

。
す
ま

張
頑
を
業
農
で
代
世
い
若
、
は
回
次

　

、
に
会
機
の
こ
。
す
ま
し
介
紹
を
ん
さ
ば

話
て
い
つ
に
さ
切
大
の
業
農
で
族
家
ご

。
か
す
で
が
か
い

！
る
え
考
を
業
農
の
市
城
新

！
る
え
考
を
業
農
の
市
城
新

１
第

回

※１  農業所得を従とする兼業農家をいう。
※２  経営耕地面積が30a未満で、かつ、調査日前１年間における農産物販売
　　 金額が50万円未満の農家をいう。

東郷東小学校
「お田植え踊り」
東郷東小学校
「お田植え踊り」

イノ
シシ

シカサル

鳥獣害による被害量の推移

鳥獣害による被害作物の推移

耕作放棄地全体調査集計結果 

主に自営農業に従事した年齢別世帯員数（農業就業人口）　　

記
後
集
編
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●水稲  ●さつま芋  ●柿  ●ナス  ●大根

H22（年度）H21H20H19H18

H22（年度）H21H20H19H18
「2010年世界農林業センサス」による

●この特集は、市民編集委員が企画・編集しました。

※

１

※

２

（年度）

（単位：ha）
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地
域
自
治
区
制
度
は
、
地
域
課
題
を

解
決
す
る
た
め
に
、
人
材
面
と
資
金
面

か
ら
地
域
を
支
援
す
る
仕
組
み
で
す
。

　

今
回
は
具
体
的
な
想
定
事
例
を
基

に
、
人
材
面
（
自
治
振
興
事
務
所
担
当

者
）
が
ど
の
よ
う
に
資
金
を
活
用
し
て

地
域
課
題
の
解
決
に
あ
た
る
か
を
見
て

み
ま
し
ょ
う
。

○
災
害
対
応

　

東
日
本
大
震
災
も
ま
だ
記
憶
に
新

し
く
、
大
災
害
へ
の
備
え
の
必
要
性

が
痛
感
さ
れ
ま
す
。

　

す
で
に
市
や
行
政
区
な
ど
が
協

力
し
て
災
害
対
策
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
う
し
た
対
策
を
充
実
さ
せ

た
い
と
地
域
が
考
え
た
時
、
事
務
所

の
担
当
者
は
集
落
の
状
況
を
考
え
、

「
道
路
が
壊
れ
地
域
が
孤
立
し
や
す

い
の
で
水
・
食
べ
物
の
備
蓄
を
増

や
す
」
「
人
口
が
多
く
避
難
所
の
ト

イ
レ
が
満
杯
に
な
り
や
す
い
」
「
高

齢
者
が
多
く
和
式
ト
イ
レ
で
は
し
ゃ

が
め
な
い
の
で
補
助
椅
子
が
い
る
」

「
避
難
所
の
床
が
板
張
り
で
硬
い
」

と
い
っ
た
地
域
事
情
に
応
じ
た
想

定
を
市
民
へ
提
供
し
ま
す
。
こ
う
し

た
想
定
を
基
に
「
市
の
基
準
よ
り
多

め
に
○
○
を
備
蓄
し
て
は
」
「
防
災

安
全
課
の
補
助
金
や
地
域
活
動
交
付

金
を
利
用
し
て
避
難
所
単
位
や
行
政

た
、
市
の
お
金
に
は
限

度
が
あ
り
何
も
で
き
な

い
の
で
は
、
と
い
う
意

見
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
ま
で
地

域
で
は
、
話
し
合
い
を
行

い
、
必
要
に
応
じ
て
自
分

た
ち
の
お
金
を
出
し
あ
っ

て
効
率
的
に
課
題
を
解
決

し
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

こ
う
し
た
今
ま
で
の
経
験

が
、
地
域
自
治
区
制
度
で

も
生
か
せ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

話
し
合
い
は
今
ま
で

気
づ
か
な
か
っ
た
視
点
か

ら
考
え
る
き
っ
か
け
と
な

り
、
地
域
の
絆
も
深
ま
り

ま
す
。

　

市
職
員
と
と
も
に
地
域

支
援
を
強
化
す
る
制
度
を

活
用
し
て
、
い
つ
ま
で
も

気
持
ち
よ
く
住
み
続
け
ら

れ
る
地
域
に
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

今
回
で
連
載
は
終
了
し

ま
が
、
今
後
も
引
き
続
き

情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

よ
り
良
い
制
度
に
す
る
た

め
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

区
単
位
の
共
同
備
蓄
を
充
実
す
る
た

め
、
地
域
協
議
会
で
話
し
合
い
ま
せ

ん
か
」
な
ど
の
提
案
を
行
い
ま
す
。

○
環
境

　

環
境
に
優
し
い
暮
ら
し
を
目
指
し

た
い
地
区
に
は
「
環
境
教
育
と
省
電

力
化
を
兼
ね
て
地
域
の
防
犯
灯
を
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
し
て
は
」
「
各
家
庭
の
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
補
助
制
度

を
拡
充
す
る
た
め
、
地
域
自
治
区
予

算
を
活
用
し
て
地
域
独
自
の
制
度
を

創
る
こ
と
を
地
域
協
議
会
で
一
緒
に

考
え
て
は
」
な
ど
の
提
案
を
行
い
ま

す
。

○
地
域
防
犯
・
交
通
安
全

　

児
童
の
通
学
時
の
安
全
確
保
か
ら

地
域
防
犯
の
輪
を
広
げ
た
い
と
の
相

談
に
は
、
「
団
体
の
立
ち
上
げ
費
用

を
地
域
活
動
交
付
金
で
確
保
し
、
活

動
が
活
発
化
し
た
後
、
活
動
に
つ
い

て
地
域
自
治
区
予
算
や
市
の
予
算
か

ら
委
託
を
受
け
、
安
定
的
に
継
続
し

て
は
」
な
ど
の
提
案
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
地
域
の
希
望
を
実
現

す
る
具
体
的
手
法
を
市
職
員
が
地
域
と

共
に
考
え
形
に
す
る
仕
組
み
が
地
域
自

治
区
制
度
で
す
。

　

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
や
世

代
間
の
考
え
方
の
違
い
な
ど
か
ら
、
皆

が
合
意
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
ま

1

世
の
中
い
ろ
ん
な
人
が

い
る
か
ら
話
が

ま
と
ま
る
か
ね
ぇ
…

避
難
所
単
位
で
の

防
災
対
応
を

自
治
区
で
考
え
れ
ば

予
算
や
交
付
金
も

使
え
て
効
果
的

で
す
よ
ね
。

で
も
予
算
に
限
り

が
あ
る
か
ら

実
現
で
き
な
い

も
の
も
あ
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
?

全
て
を
一
度
に
は

無
理
で
も
、
重
要
な

も
の
か
ら
順
に
実
現

で
き
る
こ
と
が

あ
る
と
思
い
ま
す
よ
。

　

地
域
の
絆
は

話
し
合
い
か
ら

う
ま
れ
ま
す
。

地
域
自
治
区
制
度

で
絆
が
深
ま
る
と

い
い
で
す
ね
。

地
域
防
犯
に

使
え
る
の
?

事
務
所
か
ら

色
々
提
案
し
て

も
ら
え
る
の
か
!

意
外
と
使
え
る

制
度
じ
ゃ

な
い
の
か
?

2
3
4

無
理
し
て
お
金
も

使
わ
ず
に
、
合
意

で
き
な
い
案
件
は
棚
上
げ

し
て
や
れ
る
こ
と
か
ら

始
め
る
の
も
重
要
で
は

な
い
で
す
か
。

「
地
域
自
治
区
っ
て
な
あ
に
？
」

ケーブルテレビ市政番組
編成委員を紹介します。

　もともと「人に何かを伝える！」ということが好きで、こ
れまでにも演劇や音楽の活動をしてきました。
　また、好奇心旺盛なので、ナビゲーターの活動を通して、
自分では足を運ぶ機会のなかった場所に行って、いろいろな
ものを見て、聞いて、様々な方と会うのが楽しみです。「い
いじゃん新城」の放送を見た人が元気になり、笑顔あふれる
ような、そんな楽しい番組にできたらいいなと思います。

　平成20年4月から始まったケーブルテレビの市政番組「い
いじゃん新城」は、市民ナビゲーターと市職員でお届けし
てきましたが、市民ナビゲーターを新たに1人公募し、次の
通り決まりましたのでご紹介します。

花畠 志保さん
はなばたけ し　　　ほ

　　 秘書広報課　  23‐7623TEL問 本

NEWS SPOTニューススポット

企
画
課

23
‐
7
6
2
0

問
本

TEL

特集
最終

地域自治区
制度

地域自治区
制度

地域自治区
制度

　
　

契
約
検
査
課
　
　
　
　
　

　
　
　
23
‐
7
6
1
4

　

「
新
庁
舎
基
本
計
画
」
は
、

学
識
経
験
者
・
各
界
代
表
者
・

公
募
市
民
な
ど
で
構
成
さ
れ
た

「
新
庁
舎
基
本
構
想
市
民
会

議
」
か
ら
答
申
さ
れ
、
平
成
24

年
2
月
に
策
定
し
た
「
新
庁
舎

基
本
構
想
」
に
つ
い
て
、
市
民

自
治
や
防
災
・
環
境
な
ど
の
課

題
・
諸
条
件
を
整
理
し
、
具
体

的
な
対
応
策
を
示
し
た
も
の
で

す
。

　

平
成
24
年
度
は
、
こ
の
基
本

計
画
を
指
針
と
し
て
、
基
本
設

計
を
策
定
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
3
月
に
開
催
し

た
基
本
計
画
（
案
）
説
明
会
な

ど
で
い
た
だ
い
た
ご
意
見
と
市

の
考
え
方
は
次
の
場
所
で
閲
覧

で
き
ま
す
。

閲
覧
場
所

・
市
役
所
契
約
検
査
課

・
鳳
来
・
作
手
各
総
合
支
所
地

　

域
振
興
課

・
新
城
図
書
館

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

閲
覧
期
間

　

６
月
１
日
〜
６
月
29
日

問
本

TEL

新
庁
舎
基
本
計
画
を

　
　
　

  

策
定
し
ま
し
た

　
　

議
事
調
査
課
　

　
　
　
23
‐
7
6
5
7

　

市
議
会
６
月
定
例
会
の
様
子
を

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
放
送
し
ま

す
。

放
送
日

６
月
14
日
（
木
）
一
般
質
問

６
月
15
日
（
金
）
一
般
質
問

６
月
18
日
（
月
）
一
般
質
問
（
予
備

日
）

放
送
時
間

　

い
ず
れ
の
日
も
午
前
10
時
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
終
了
時
刻
は
、
議

事
の
都
合
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

放
送
チ
ャ
ン
ネ
ル

　

デ
ジ
タ
ル
放
送
12
チ
ャ
ン
ネ
ル

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

行
政
課

　
　
　
23
‐
7
6
1
1

　

４
月
１
日
か
ら
Ｊ
Ｒ
飯
田
線
の

東
新
町
駅
と
本
長
篠
駅
で
、
Ｊ
Ｒ

か
ら
駅
舎
の
一
部
を
借
用
し
、
市

が
乗
車
券
類
の
販
売
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。
乗
車
券
類
の
販
売
に

対
し
て
は
、
Ｊ
Ｒ
か
ら
市
に
手
数

料
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
業
務
の
継
続
に
つ

い
て
は
、
今
後
３
年
を
目
途
に
検

証
を
行
い
ま
す
。

問
本

問
本

TELTEL

議
会
中
継
放
送
を
行
い
ま
す

Ｊ
Ｒ
飯
田
線
の
乗
車
券
類
の

　
　
　
　
　

販
売
に
つ
い
て
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平
成
24
年
度
　
区
長
を
紹
介
し
ま
す

NEWS SPOTニューススポット ～市の大切なお知らせをお届けします～

市政番組「いいじゃん新城」

子どもナビゲーター募集子どもナビゲーター募集子どもナビゲーター募集

　

夏
休
み
の
思
い
出
作
り

に
、
市
政
番
組
「
い
い
じ
ゃ

ん
新
城
」
で
子
ど
も
ナ
ビ

ゲ
ー
タ
ー
を
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

撮
影
日

夏
休
み
期
間
中

市
内
在
住
の
小
学
４
年
〜

６
年
生

※

４
年
生
以
上
の
小
学
生
が

入
っ
て
い
れ
ば
、
３
年
生

以
下
の
小
学
生
の
兄
弟
も

一
緒
に
出
演
で
き
ま
す
。

※

一
人
ま
た
は
兄
弟
で
ご
応

募
く
だ
さ
い
。
友
達
同
士

で
の
応
募
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

４
組

※

応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
を
行
い
ま
す

７
月
６
日
（
金
） 

・
市
内
撮
影
現
場
へ
の
送
迎

お
よ
び
撮
影
時
は
、
保
護

者
の
方
が
同
伴
し
て
く
だ
さ

い
。

・
７
月
後
半
に
説
明
会
を
予

定
し
て
い
ま
す
の
で
、
説

明
会
に
は
保
護
者
の
方
も

出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

・
番
組
編
成
に
よ
り
出
演
時

間
に
差
が
あ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

昨年のリハーサルの様子

行
政
課

23
‐
7
6
1
1

問
本

TEL

対

定メ他

　　　 秘書広報課
　 23‐7623／　 23‐7296
　 hisho-2@city.shinshiro.lg.jpem

申 問 本
TEL FAX

新
城
地
区

東

新

町

西

新

町

本

町

入

船

新
城
中
町

栄

町

橋

向

的

場

弁

天

片

山

徳

定

　

山
　

臼

子

今

出

平

諏

訪

杉

山

石

田

野

田

中

市

場

大

野

田

稲

木

豊

島

川

田

長
坂　

富
雄

竹
川
富
士
夫

鈴
木　

崇
史

永
村　

修
平

原
田　

孝
彦

相
樂　

嘉
彦

鈴
木　

孝
行

大
澤　

廣
高

大
倉　

幸
二

森
谷　

京
秀

今
泉　

宗
夫

竹
下　

隆
雅

熊
谷　

則
之

山
口　

喜
芳

隅
野　

芳
昭

臼
田
德
三
郎

竹
下　
　

亮

中
尾
東
洋
夫

伊
藤　
　

功

竹
本　

二
規

酒
井　

籍
夫

鈴
木　

孝
始

山
田　

文
夫

定

国

紺

東

紺

西

大

田

輪

小

阿

寺

高

野

阿
寺
大
沢

上

吉

田

竹

ノ

輪

多

利

野

黄

柳

野

蔵

平

鈴
木　

明
良

大
中　

泰
史

柴
田　

有
庸

石
野　

久
雄

松
井　

典
幸

鈴
木　

康
先

内
藤　

善
文

森
下　
　

功

田
中　

政
治

織
田　

孝
幸

小
澤　

廣
道

手
塚　

惇
詞

西
野　

光
郎

小

川

栗

衣

大

平

本

久

大

野

井

代

能

登

瀬

名

越

名

号

睦

平

細

川

秋
葉
巣
山

七
郷
一
色

鳳
来
川
合

池

場

菅
沼　

澄
夫

柿
原　

義
彦

金
原　
　

清

山
本　
　

進

判
家　
　

攻

花
田　

豊
実

荻
野　

新
一

長
坂　

伊
一

下
谷　

重
男

山
本
二
三
夫

河
村　

宗
夫

小
河
路　

進

荻
野　

鐵
夫

山
本　

勝
利

伊
藤　

俊
久

守

義

菅

沼

木

和

田

善

夫

黒

瀬

西

田

原

東

田

原

岩

波

南
中
河
内

北
中
河
内

明

和

長

者

平

鴨

ケ

谷

垣
内　

佳
実

原
田　

和
枝

安
藤　

嘉
浩

小
泉　

和
宏

藤
原　

敏
紀

中
川　

雅
志

後
藤　

雅
彦

小
野
田
德
之
助

荻
野
喜
久
男

加
藤　

修
身

今
泉　

一
夫

竹
内　

勝
治

中
園　

金
伸

市

場

作
手
須
山

北

畑

野

郷

作
手
川
合

相

寺

和

田

見

代

戸

津

呂

杉

平

赤

羽

根

小

林

東

高

松

大

和

田

田

代

加
藤　

幸
雄

平
松　

利
幸

権
田　

義
憲

齋
藤　

昭
彦

馬
場　

茂
光

加
藤　

道
夫

林

　

博

森
田　

邦
充

佐
宗　

龍
俊

森　
　

曠
至

石
原　

政
嗣

杉
浦　

一
禎

小
西　

定
美

菅
沼　

健
次

夏
目　

孝
之

川

田

原

　　
平

井

上

平

井

矢

部

富

沢

富

永

大

宮

牛

倉

須

長

浅

谷

出

沢

横

川

大

海

有

海

八

束

穂

竹

広

川

路

緑

が

丘

市

川

塩

沢

鳥

原

吉

川

小

畑

窪
田　

一
男

早
瀨　
　

宏

近
藤　
　

武

北
川　

宣
明

菅
谷　

芳
樹

今
泉　

利
光

川
合　

一
弘

福
田　
　

清

佐
々
木
政
義

中
嶋　

金
茂

入
山　

保
恭

熊
谷　

通
恭

大
久
保
昭
彦

山
口　

和
男

林　
　

正
司

白
頭　

敏
昭

小
久
保
演
久

戸
田　

富
夫

菅
谷　

眞
吾

安
田　
　

猛

柗
本　

光
弘

青
木　
　

稔

伊
藤　

孝
志

山
口　

康
男

柴
田　

義
明

鳳
来
地
区

鳳
来
地
区

作
手
地
区

中

宇

利

富
岡
東
部

富
岡
中
部

富
岡
西
部

黒

田

庭

野

一

鍬

田

八

名

井

東
清
水
野

長

篠

西

本

郷

内

金

上

内

金

下

杉

下

芳

ケ

入

富

保

浅

畑

下

平

東

矢

田

寺

林

大

峠

引

地

林　
　

新
市

前
澤　

正
和

森
田　
　

渉

中
村　
　

弟

浅
井　

貞
之

山
内　

孝
雄

松
井　

良
久

岡　
　

辰
雄

小
野
田　

博

中
村　

光
次

森
田　

哲
弘

伊
藤　

忠
男

影
山　

一
義

白
井　

宏
典

判
家　
　

廣

安
井　

通
隆

永
田　

明
彦

柗
本　

利
治

服
部　

正
義

梅
澤　

道
雄

今
泉　
　

誠

清
水　

廣
人

橋

平

湯

谷

槙

原

ド
ウ
デ
イ

柿

平

玖

老

勢

副

川

門

谷

布

里

只

持

一

色

塩

瀬

島

田

源

氏

恩

原

大

輪

湯

島

海

老

四

谷

連

合

上

新

戸

中

新

戸

下

新

戸

柿

本

五

反

田

夏
目　

喜
一

比
企
正
一
郎

夏
目　

保
廣

德
永　
　

務

永
田　
　

智

森　
　

卓
久

熊
谷　

和
義

荒
川　

義
廣

武
川　

喜
久

遠
山　

清
文

大
山　

祐
吉

河
合　

敏
弘

近
藤　

幸
八

八
鍬　
　

亨

竹
下　

久
男

安
藤　

保
男

菅
沼　

雅
之

鈴
木　

勝
美

小
野
田
友
太
郎

佐
々
木
一
栄

豊
田　

俊
永

松
井
い
づ
み

豊
田　

精
八

小
出　

久
人

内
山　

惠
好

行
政
区

氏　

名

行
政
区

氏　

名

行
政
区

氏　

名

行
政
区

氏　

名

行
政
区

氏　

名

行
政
区

氏　

名

行
政
区

氏　

名

行
政
区

氏　

名（
敬
称
略
）

山
吉
田
山
中

上
市
場
西
住
宅

上
市
場
東
住
宅
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NEWS SPOTニューススポット ～市の大切なお知らせをお届けします～

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
皆
さ
ん

も
甚
大
な
被
害
を
目
に
さ
れ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
の
地
域

で
も
、
東
海
・
東
南
海
・
南
海
地

震
な
ど
の
巨
大
地
震
が
、
明
日
来

る
か
も
し
れ
な
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
大
切
な
生
命
、

財
産
を
地
震
か
ら
守
る
た
め
、
次

の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

住
宅
耐
震
診
断
事
業

木
造
住
宅
耐
震
診
断
員
派
遣
事
業

耐
震
診
断
員
（
愛
知
建
築
士

会
）
が
ご
自
宅
に
伺
い
、
無
料

で
耐
震
診
断
を
行
い
ま
す
。

対
象
建
物
は
、
昭
和
56
年
５
月

31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
、
木
造

２
階
建
て
以
下
で
在
来
軸
組
構

法
ま
た
は
伝
統
構
法
で
建
築
さ

れ
た
住
宅
で
あ
り
、
就
寝
す
る

部
屋
が
あ
る
も
の
で
す
。

非
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業

木
造
住
宅
の
所
有
者
が
行
う
非

木
造
住
宅
耐
震
診
断
に
要
す
る

計
画
設
計
作
成
費
用
に
対
し
、

90
万
円
を
上
限
と
し
て
補
助
し

ま
す
。

※
い
ず
れ
の
補
助
金
も
、
必
ず
着

手
す
る
前
に
都
市
計
画
課
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

耐
震
改
修
促
進
税
制

所
得
税
額
の
特
別
控
除

耐
震
改
修
費
ま
た
は
耐
震
改
修

費
に
係
る
標
準
的
費
用
の
い
ず

れ
か
少
な
い
金
額
の
10
％
相

当
、
上
限
20
万
円
ま
で
控
除
さ

れ
ま
す
。

固
定
資
産
税
額
の
減
額
措
置

固
定
資
産
税
額
が
一
定
期
間

（
１
戸
当
た
り
１
２
０
㎡
相
当

分
ま
で
に
限
る
）
減
額
さ
れ
ま

す
。

耐
震
相
談

無
料
住
宅
耐
震
相
談

毎
月
第
３
土
曜
日
午
前
９
時
か

ら
正
午
ま
で
、
都
市
計
画
課
で

行
っ
て
い
ま
す
。
愛
知
建
築
士

会
の
建
築
士
が
、
無
料
で
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。
相
談
に

は
、
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。

木
造
住
宅
耐
震
事
業
促
進

　
ロ
ー
ラ
ー
作
戦
実
施
の
お
知
ら
せ

県
で
は
平
成
32
年
度
ま
で
に
、

建
築
物
の
耐
震
化
率
95
％
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
地
震
に
対
す
る
理
解

を
深
め
、
木
造
住
宅
の
耐
震
化

促
進
を
図
る
た
め
、
対
象
地
区

を
設
定
し
て
職
員
が
対
象
者
宅

を
訪
問
し
、
事
業
の
説
明
や
Ｐ

Ｒ
活
動
を
し
ま
す
。

対
象
地
区

新
城
地
区

大
海
・
浅
谷
・
出
沢
・
横
川

（
予
定
）

鳳
来
地
区

長
篠
西
・
本
郷
・
内
金
上
・

内
金
下
・
富
保
（
予
定
）

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
着
工

の
木
造
２
階
建
て
以
下
の
住
宅

を
所
有
さ
れ
る
方

６
月
１
日
（
金
）
〜
29
日
（
金
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
８
時

訪
問
者

　

都
市
計
画
課
職
員
、
鳳
来
総
合

　

支
所
地
域
整
備
課
職
員

※
職
員
が
訪
問
し
た
と
き
、
代
金

を
請
求
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
建
物
は
、
昭
和
56
年
５
月

31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
、
非
木

造
住
宅
の
一
戸
建
て
住
宅
、
長

屋
お
よ
び
共
同
住
宅
で
あ
る
も

の
で
す
。

補
助
金
額
は
、
戸
建
て
住
宅
は

８
万
６
千
円
、
共
同
住
宅
は
１

０
０
万
円
を
限
度
と
し
て
補
助

し
ま
す
。

住
宅
耐
震
改
修
事
業

耐
震
補
強
工
事
・
補
強
計
画
作
成

費
用
補
助

耐
震
診
断
を
受
け
た
結
果
、
耐

震
評
点
が
０
・
７
未
満
（
倒
壊

す
る
可
能
性
が
高
い
）
と
判
定

さ
れ
た
住
宅
を
１
・
０
以
上

（
一
応
倒
壊
し
な
い
）
に
、

０
・
７
以
上
１
・
０
未
満
（
倒

壊
す
る
可
能
性
が
あ
る
）
と
判

定
さ
れ
た
住
宅
を
０
・
３
以
上

評
点
を
上
げ
る
耐
震
補
強
工
事

お
よ
び
、
建
築
士
に
よ
る
補
強

木
造
住
宅

　
耐
震
事
業
を

　
　
ご
案
内
し
ま
す

都
市
計
画
課

23
‐
7
6
4
0

問
申

本

TEL

地
域
整
備
課

32
‐
1
9
7
7

鳳

TEL

地
域
整
備
課

37
‐
2
2
9
7

作

TEL

時 対

市
職
員
募
集

（
大
卒
・
短
大
卒
・
障
が
い
者
）

募
集
要
項
・
試
験
申
込
書
の
配
布

５
月
17
日
（
木
）
か
ら

人
事
課
（
市
民
体
育
館
２
階
）

市
民
保
険
課
、
鳳
来
・
作
手
各

総
合
支
所
地
域
振
興
課

申
込
受
付
期
間
・
受
付
場
所

６
月
14
日
（
木
）
〜
22
日
（
金
）

※
土
・
日
曜
日
は
除
く

人
事
課

第
一
次
試
験

７
月
22
日
（
日
）

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

教
養
試
験
、
作
文
試
験
、
適
性

検
査

※
詳
し
く
は
、
募
集
要
項
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

平
成
25
年
度
（
平
成
25
年
４
月
１
日
）
採
用
予
定
の
職
員
を
募
集
し
ま
す

職

種

な

ど

人
　

数

10
人
程
度

若
干
名

１

人

若
干
名

若
干
名

１

人
30
歳
以
下
で
、大
学・短
大
を
卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込
み

の
方

受
験
資
格（
年
齢・学
歴・免
許
な
ど
）

※
年
齢
は
平
成
25
年
３
月
末
現
在

25
歳
以
下
で
、保
健
師
の
免
許
を
有
す
る
方
ま
た
は
平

成
25
年
３
月
に
取
得
見
込
み
の
方

40
歳
以
下
で
、身
体
障
害
者
手
帳
、療
育
手
帳
ま
た
は
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
、自
力
で
通

勤
が
で
き
、介
護
者
な
し
で
職
務
遂
行
が
可
能
な
方

23
歳
以
下
で
、平
成
25
年
３
月
に
看
護
師
の
免
許
を
取

得
見
込
み
の
方

26
歳
以
下
で
、平
成
25
年
３
月
に
薬
剤
師
の
免
許
を
取

得
見
込
み
の
方

25
歳
以
下
で
、大
学
、短
大
を
卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込
み

の
方
の
う
ち
、次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
方

※
国
籍
：
日
本
国
籍
を
有
す
る
こ
と
。

※
視
力
：
左
右
と
も
に
1・0
以
上（
矯
正
視
力
可
）で

あ
る
こ
と
。

※
色
覚
：
赤
色
、青
色
お
よ
び
黄
色
の
色
彩
が
識
別
可

能
で
あ
る
こ
と
。

※
聴
力
：
正
常
で
あ
る
こ
と
。

※
そ
の
ほ
か
：
身
体
強
健
で
消
防
職
の
業
務
に
耐
え
ら

れ
る
こ
と
。

消

防

職

一

般

行

政

職

（

事

務
・
技

師

）

保

健

師

５
人
程
度
23
歳
以
下
で
、保
育
士
･
幼
稚
園
教
諭
の
両
方
の
資
格・

免
許
を
有
す
る
方
ま
た
は
取
得
見
込
み
の
方

保
育
士
･
幼
稚
園
教
諭

看

護

師

薬

剤

師

一

般

行

政

職

（

障

が

い

者

）

人
事
課

23
‐
7
6
1
9

問
申

本

TEL

市
政
モ
ニ
タ
ー
を

　
　
募
集
し
ま
す

秘
書
広
報
課

23
‐
7
6
2
3

TEL

23
‐
7
2
9
6

FAX

問
申

本

時

時所内

所時

所

〜
皆
さ
ん
の
声
を

　
　
　
　
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
〜

　

市
で
は
、
皆
さ
ん
の
声
を
お
聞
き

し
、
市
政
運
営
に
役
立
て
る
た
め
、

市
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

任
期８

月
か
ら
平
成
26
年
３
月
ま
で

の
１
年
８
カ
月

市
政
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

に
回
答
（
年
４
回
か
ら
６
回
程

度
で
選
択
と
自
由
意
見
記
入
形

式
）

１
０
０
人
以
内

（
内
訳
）
公
募
と
無
作
為
抽
出

※

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
地
区
、

年
齢
、
男
女
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

慮
し
て
選
出
し
ま
す
。

・
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方

　

（
４
月
１
日
現
在
）

・
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
職
員

　

で
な
い
方

・
国
ま
た
は
地
方
議
会
議
員
で
な
い

　

方
・
平
成
22
・
23
年
度
に
市
政
モ
ニ
タ

　

ー
を
さ
れ
て
い
な
い
方

謝
礼ア

ン
ケ
ー
ト
１
回
に
つ
き
、
５

０
０
円
の
図
書
カ
ー
ド
を
実
績

に
応
じ
進
呈
し
ま
す
。

・
任
意
の
用
紙
に
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
、
性
別
、
生
年
月

日
、
職
業
、
連
絡
先
と
回
答

の
方
法
（
郵
送
か
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
）
を
記
入
し
、
郵
送
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
持
参
の
い
ず
れ

か
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
市
政
モ
ニ
タ

ー
募
集
の
あ
い
ち
簡
易
電
子

受
付
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
（
こ
の

サ
ー
ビ
ス
で
申
し
込
ま
れ
た
場

合
、
モ
ニ
タ
ー
期
間
中
は
同
一

ア
ド
レ
ス
を
使
用
す
る
も
の
と

す
る
）

６
月
30
日
（
土
）
必
着
（
当
日

消
印
有
効
）

郵
送
先

〒
４
４
１‐

１
３
９
２

（
住
所
の
記
入
不
要
）

新
城
市
役
所
秘
書
広
報
課

応メ

内定対

皆さんの声を
お聞かせ
ください
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あ
で
み
恵
の
然
自
、
は
水
道
水

　

浄
、
げ
上
み
く
を
水
き
湧
や
川
る

皆
、
ら
か
て
し
に
い
れ
き
で
場
水

し
通
を
管
道
水
に
庭
家
ご
の
ん
さ

ひ
を
口
蛇
。
す
ま
い
て
れ
ら
配
て

る
出
が
水
い
し
い
お
に
常
ば
れ
ね

で
ち
が
い
思
と
だ
前
り
た
当
が
の

渇
る
よ
に
足
不
雨
、
し
か
し
。
す

口
蛇
、
で
害
災
の
ど
な
震
地
や
水

川
、
ら
か
ろ
ご
日
。
す
ま
り
あ
も

と
こ
る
す
に
う
よ
い
な
さ
汚
を

ど
な
保
確
水
料
飲
の
時
害
災
、
や

す
ま
い
行
を
業
授
前
出
境
環

小
内
市
、
せ
わ
合
に
間
週
道
水

　

し
の
道
水
、
に
象
対
を
生
年
4
学

。
す
ま
い
行
を
座
講
み
く

か
ん
せ
ま
い
て
し
水
漏
内
宅

化
朽
老
や
損
破
の
管
水
給
内
宅

　

と
こ
る
す
水
漏
、
り
よ
に
行
進
の

、
は
無
有
の
水
漏
。
す
ま
り
あ
が

き
で
が
と
こ
る
す
認
確
で
分
自
ご

口
蛇
の
て
全
る
あ
に
宅
お
。
す
ま

道
水
、
ら
か
て
め
止
に
全
完
を

の
色
銀
。
い
さ
だ
く
て
み
て
け
開

指
市
。
す
ま
い
て
し
水
漏
ら
た
い

絡
連
へ
者
業
事
事
工
置
装
水
給
定

な
。
い
さ
だ
く
て
し
理
修
、
し

損
破
の
管
設
埋
が
因
原
水
漏
、
お

発
の
水
漏
、
で
の
も
る
よ
に
ど
な

場
る
れ
ら
け
受
が
減
軽
の
金
料
道

ま
課
道
水
、
で
の
す
ま
り
あ
が
合

へ
課
備
整
域
地
所
支
合
総
各
は
た

洗
水
。
い
さ
だ
く
せ
わ
合
い
問
お

に
合
具
不
の
具
器
の
ど
な
レ
イ
ト

器
湯
給
、
器
水
温
、
や
の
も
る
よ

に
水
漏
る
よ
に
障
故
の
器
機
ど
な

け
受
が
減
軽
は
て
い
つ

せ
ま
れ
ら

。
ん

点
へ
ど
な
者
業
置
設
の
器
機
や
認

水
漏
、
て
し
ど
な
る
す
頼
依
を
検

さ
だ
く
て
め
努
に
見
発
期
早
の

。
い

を
力
協
ご
に
針
検
　

月
数
偶
、
度
一
に
月
カ
2
は
で
市

る
き
で
が
針
検
に
か
や
速
。
す
ま
い

さ
だ
く
て
し
に
う
よ
い
な
か
置
を

に
合
場
る
あ
で
い
な
つ
が
犬
に
辺

。
い
さ
だ
く
て

成
平

24

市
城
新
度
年

　

た
し
ま
し
定
策
を
画
計
査
検
質
水

質
良
、
は
査
検
質
水
の
水
道
水

　

上
る
す
け
届
お
を
水
な
全
安
で

。
す
で
の
も
な
欠
可
不
要
必
、
で

質
水
、
は
画
計
査
検
質
水
の
こ

　

質
水
、
め
た
う
行
に
正
適
を
査
検

よ
お
目
項
査
検
質
水
や
点
地
査
検

め
定
て
い
つ
に
ど
な
度
頻
査
検
び

を
果
結
査
検
質
水
。
す
で
の
も
た

見
意
の
ん
さ
皆
、
し
価
評
に
正
適

な
れ
入
り
取
を

以
度
年
次
、
ら
が

て
し
映
反
に
し
直
見
の
画
計
の
降

。
す
ま
き
い

成
平
と
果
結
査
検
質
水

　

24

度
年

、
課
道
水
、
は
画
計
査
検
質
水
の

び
よ
お
課
備
整
域
地
所
支
合
総
各

。
い
さ
だ
く
覧
ご
で
の
す
ま

の
源
資
水
や
識
知
礎
基
の
道
水

　

座
講
く
だ
た
い
で
ん
学
を
さ
切
大

に
道
水
、
い
行
を
会
学
見
設
施
と

。
す
で
み

ら
か
口
蛇
が
気
元
と
水
も
日
今
あ
さ平

（

成
24

NEWS SPOTニューススポット

！
す
で
間
週
道
水
は
）
木
（
日
7

に
切
大
を
水

水処理実験
水道講座

課
道
水

23

5
4
6
7
‐

問
本

TEL

　
　

６

　

月
20
（日

）
水

時
９
前
午

　

11
時

発
の
ん
さ
子
お
の
で
ま
前
学
就

　

心
て
い
つ
に
児
育
・
育
発
・
達

　

理
心
、
に
方
る
あ
が
と
こ
な
配

　

行
を
談
相
別
個
る
よ
に
員
談
相

　

。
す
ま
い

　
　
　

６

　

月
12
日
火
（

）

午

　

前
10

2012.6広報しんしろ13

ど
な
習
実
理
調
、
動

　

不
に
活
生
で
ど
な
病
の
ろ
こ
こ

　

方
る
い
て
じ
感
を
安

　　

６

　

月
28
日（

）
木

１
後
午

　

時
30

時
30
分

方
の
ど
な
患
疾
管
血
脳

　
　
　

日
１
月
７

　

（

）
日

　
　

妊
①

娠
15

の
そ
と
婦
妊
の
降
以
週

族
家

　

　

15
組

の
そ
と
児
乳
の
満
未
歳
１
後
生
②

族
家

　

　

15
組

　

会
流
交
、
験
体
児

　

ガ
ヨ
後
産
②

、

定
測
体
身

、

会
流
交

、
ル
オ
タ
ス
バ
、
帳
手
康
健
子
母

　

の
も
る
き
で
給
補
分
水

　※

し
越
お
で
装
服
る
き
で
の
動
運

。
い
さ
だ
く

　※

。
す
ま
り
あ
が
児
託

※

。
す
で
容
内
じ

　

６

　

月
18
日（

施
実
前
午
）
月

※

施
実
日
一
み
の
ん
が
乳

腺
立
前
・
ん
が
腸
大
・
ん
が
胃

　

 

ん
が
乳
・
ん
が
宮
子
・
ん
が

　
　
　

７

　

月
12
日（

施
実
前
午
）
木

腺
立
前
・
ん
が
腸
大
・
ん
が
胃

　

・
ん
が
乳
・
ん
が
宮
子
・
ん
が

　

ん
が
肺

　※

ん
が
腺
立
前

は
50

男
の
上
以
歳

。
す
ま
り
な
に
象
対
が
性

　※

40

は
診
検
ん
が
乳
の
方
の
代
歳

を
影
撮
ン
ゲ
ト
ン
レ
の
向
方
二

　

。
す
ま
い
行

　

　
　
　ん
が
胃

　

   

１
，

円
０
０
０

ん
が
腸
大

　

              

円
０
０
３

ん
が
腺
立
前

　

    

　
　

 

円
０
０
５

ん
が
宮
子

　

              

円
０
０
８

ん
が
乳

　

            

１
，

円
０
０
３

（
40

１
・
代
歳

，

０
０
４

）
円

が
肺

　

ん（

　）
み
の
手
作

   

料
無

※

６
月
18

）
月
（日

が
乳
の
前
午
の

。
た
し
ま
し
達
に
員
定
は
診
検
ん

　

ん
が
の
で
関
機
療
医
、
も
年
今

　

。
す
ま
り
ま
始
が
診
検

項
事
意
注・

で
要
必
が
約
予
の
で
関
機
療
医

に
関
機
療
医
る
れ
さ
望
希
。
す

　

。
い
さ
だ
く
み
込
し
申
お
接
直

　
・

の
関
機
療
医
は
て
い
つ
に
査
検

・

お
へ
関
機
療
医
は
金
担
負
己
自

。
い
さ
だ
く
い
払
支

　
・

か
出
お
で
装
服
い
す
や
し
察
診

。
い
さ
だ
く
け

　
・

か
課
康
健
、
日
後
は
果
結
診
検

。
す
ま
し
知
通
人
個
ら

　
・

ン
セ
健
保
。
す
で
回
１
に
）
月

　

定
予
る
け
受
（
方
た
け
受
を
診

　

。
ん
せ
ま
き
で
診
受
は
）
方
の

　※

。
ん
せ
ま
り
あ
は
券
診
受

き
で
が
認
確
の
所
住
、
証
険
保

　

の
も
る

　

ん
が
肺

）
金
（日
１
月
６

　

月
８

31

）
金
（日

※

象
対

の
60
歳

70

個
に
方
の
歳

。
す
ま
し
知
通
別

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

お知らせ

保健
お問い合わせ

新城保健センター　  23 - 8551
作手保健センター　  37 - 2839

談
相
理
心
児
幼

）
込
申
要
（

室
教
練
訓
能
機

）
込
申
要
（

室
教
パ
パ
マ
マ
日
休

）
込
申
要
（

相 

談

室
教
帰
復
会
社

）
込
申
要
（

教 

室

診
検
ん
が
団
集

）
込
申
要
（

健 

診

の
で
関
機
療
医

診
検
ん
が

）
込
申
要
（

所

内対

申

所
申

所
申

定
対内持

時時 内
所
申

時時 対 所申

時時 内内￥

持時

所申

胃がん

検診科目 検 査 内 容 自己負担金 検 診 期 間 実 施 医 療 機 関

子宮がん

乳がん

バリウムによる検査

新城地区
今泉病院・髙木内科医院・ちさと医院・茶臼山厚生病院
のだクリニック・むらまつ内科・市民病院

静巌堂医院・ながしのクリニック
星野病院・宮本病院

作手診療所

荻野医院・市民病院

市民病院

鳳来地区

作手地区

いずれも
1,000円

6月1日㈮～
　  12月22日㈯

いずれも
6月1日㈮～
平成25年3月30日㈯

1,000円
(40歳代の方は　
　　　   1,100円)

子宮頸部の細胞診

マンモグラフィ・視触診
(40歳代の方は二方向の
　　　　 レントゲン撮影)
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第
12
回

つ
く
し
ん
ぼ
う
ス
ポ
レ
ク
祭

　
　

ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　

23
‐
7
6
5
3

　

ス
ポ
ー
ツ
と
遊
び
が
大
集
合
！

ご
家
族
や
お
友
達
と
一
緒
に
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

６
月
２
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

新
城
総
合
公
園

む
か
し
の
遊
び
コ
ー
ナ
ー

竹
馬
、
ゴ
ム
ま
り
、
フ
ラ
フ
ー

プ
、
竹
と
ん
ぼ
、
コ
マ
回
し
、

め
ん
こ

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
ス
ポ
ー
ツ

体
験
コ
ー
ナ
ー

ク
ロ
リ
テ
ィ
ー
、
ペ
タ
ン
ク
、

ダ
ー
ツ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
大
会
・
体
験
、
野
球
体
験
、

テ
ニ
ス
教
室
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

体
験
、
弓
道
大
会
・
講
習
会

体
力
測
定
コ
ー
ナ
ー

握
力
、
上
体
起
こ
し
、
長
座
体

前
屈
、
反
復
横
飛
び
、
20
ｍ

シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
、
立
ち
幅
跳
び

な
ど　

※
種
目
は
、
変
更
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
は

有
料
（
小
・
中
学
生
を
除
く
）

観
来
館
６
月
の
展
示
「
絵
画
展
」

　
　

地
域
振
興
課

　
　
　

32
‐
0
5
1
3

　

旅
先
で
描
い
た
も
の
な
ど
数
十

点
の
絵
画
の
ほ
か
、
タ
オ
ル
を
素

材
に
使
っ
た
人
形
な
ど
の
手
芸
作

品
も
展
示
し
ま
す
。

　

生
涯
学
習
と
し
て
仲
間
と
楽
し

み
な
が
ら
作
っ
た
作
品
を
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

６
月
１
日
（
金
）
〜
30
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
30
日
は
午
前
中
の
み
展
示

　

観
来
館
（
鳳
来
寺
山　

表
参
道

　

入
口
）

　

休
館
日
は
火
曜
日

し
ん
し
ろ
市
民
活
動

　
　
　
　
　
　

サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

　
　
　

企
画
課

　
　
　
　

23
‐
7
6
2
1

　
　
　
　

23
‐
7
2
9
6

　

kikaku@
city.shinshiro.lg.jp

　

市
で
は
、
市
民
活
動
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
よ
う
、
市
民
活
動
を

盛
り
上
げ
、
応
援
し
て
い
た
だ
け

る
「
し
ん
し
ろ
市
民
活
動
サ
ポ
ー

タ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。

　

サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
に
は
、

市
民
の
暮
ら
し
や
活
動
に
役
立
つ

講
座
や
、
皆
さ
ん
が
楽
し
め
る
交

流
会
な
ど
の
企
画
運
営
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

市
民
活
動
の
輪
を
広
げ
る
た
め

の
取
り
組
み
を
、
一
緒
に
考
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
16

歳
以
上
の
方

　

６
月
８
日
（
金
） 

・
第
１
回
目
の
会
議
を
、
６
月
下

旬
に
、
し
ん
し
ろ
市
民
活
動
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
行
う
予
定

で
す
。
募
集
締
め
切
り
後
、
日

程
調
整
の
上
、
開
催
通
知
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
会
議
は
、
原
則
夜
間
の
開
催
で

す
。

自
然
を
た
の
し
く
学
ぶ

　
　
　

野
外
学
習
会
参
加
者
募
集

　
　

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

　
　
　

35
‐
1
0
0
1

　
　
　

35
‐
5
0
1
2

　

hri-hakubutukan1

　

@
city.shinshiro.lg.jp

「
鳳
来
寺
山
で
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル

や
初
夏
の
生
き
も
の
を
観
察
し
よ

う
」6

月
3
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

鳳
来
寺
山

博
物
館
学
術
委
員
（
動
物
分

野
）

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

50
人

大
人　
　
　
　
　
　

５
０
０
円

小
・
中
学
生　
　
　

３
０
０
円

筆
記
具
、
弁
当
、
飲
み
物

野
外
観
察
の
で
き
る
服
装

ジ
ュ
ニ
ア
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
養
成

楽
級
「
山
里
学
校
・
生
き
も
の
博

　
　
　
　
　

士
教
室
」
生
徒
募
集

　
　

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

　
　
　

35
‐
1
0
0
1

　
　
　

35
‐
5
0
1
2

　

hri-hakubutukan1

　

@
city.shinshiro.lg.jp

　

博
物
館
周
辺
の
動
物
を
、
楽
し

み
な
が
ら
学
び
ま
す
。

　

連
続
講
座
で
す
の
で
、
全
て
の

教
室
に
参
加
で
き
る
方
が
優
先
し

て
入
校
で
き
ま
す
。

①
6
月
17
日
（
日
）

昆
虫
と
ク
モ
の
か
ら
だ
の
し
く

み
②
8
月
12
日
（
日
）

魚
を
し
ら
べ
よ
う

③
10
月
28
日
（
日
）

動
物
の
あ
し
あ
と
を
調
べ
よ
う

博
物
館
と
そ
の
周
辺

博
物
館
学
術
委
員
（
動
物
分

野
）

10
人

１
，
０
０
０
円
（
3
回
分
）

市
民
パ
ソ
コ
ン
塾

パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座
（
6
月
分
）

　
　
　

情
報
シ
ス
テ
ム
課

　
　
　
　

23
‐
7
6
2
1

　
　
　
　

23
‐
2
0
0
2

　

joho@
city.shinshiro.lg.jp

　

Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
市
民
パ

ソ
コ
ン
塾
を
開
催
し
ま
す
。　
　

　

６
月
16
日
（
土
）

午
後
１
時
〜
５
時

新
城
ま
ち
な
み
情
報
セ
ン
タ
ー

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
18
歳

以
上
の
パ
ソ
コ
ン
初
心
者　
　

12
人

※
募
集
人
数
を
超
え
た
場
合
は
抽

　

選
を
行
い
ま
す
。

無
料 

※
テ
キ
ス
ト
代
１
，
０
5
０
円
を

　

ご
用
意
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間

５
月
21
日（
月
）〜
６
月
７
日（
木
）

申
込
方
法

は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー

ル
で
受
け
付
け
ま
す
。
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

年
齢
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

郵
送
先

　

〒
４
４
１
‐
１
３
９
２

（
住
所
の
記
入
不
要
）

新
城
市
役
所
情
報
シ
ス
テ
ム
課

夏
休
み
少
年
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　

23
‐
7
6
5
3

　

小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た
ス

ポ
ー
ツ
教
室
で
す
。
暑
さ
に
負
け

ず
、
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
に
挑

戦
し
よ
う
！

種
目バ

レ
ー
ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
柔
道
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
陸
上

競
技
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
、
日
本
拳
法
、
ダ
ー

ツ
、
サ
ッ
カ
ー
、
少
林
寺
拳

法
、
空
手
道

小
・
中
学
生

６
０
０
円
（
保
険
代
）

申
込
期
間

６
月
５
日
（
火
）
〜
22
日
（
金
）

平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分

お
や
こ
で
た
の
し
む

　
　
　

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　
　

文
化
課　

　
　
　

23
‐
7
6
5
5

「
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
！！
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ

ン
」６

月
30
日
（
土
）　

午
後
２
時

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

出
演

マ
レ
ッ
ト
・
ガ
ー
デ
ン

　

稲
野
珠
緒
（
打
楽
器
）

　

斎
藤
祥
子
（
打
楽
器
）

　

及
川
夕
美
（
ピ
ア
ノ
）

　

前
売
券
（
全
席
自
由
）

・
親
子
券
（
一
般
・
中
学
生
以
下

　

セ
ッ
ト
）　
　

１
，
３
０
０
円

・
一
般　
　
　
　

１
，
０
０
０
円

・
中
学
生
以
下　
　
　

５
０
０
円

　

前
売
券
は
文
化
会
館
な
ど
で
取

　

り
扱
っ
て
い
ま
す
。

親
子
自
然
観
察
会

「
新
城
の
花　

サ
サ
ユ
リ
観
察
会
」

　
　

生
涯
学
習
課　

　
　
　

23
‐
7
6
5
4

　

野
鳥
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
新

緑
に
映
え
る
市
の
花
「
サ
サ
ユ

リ
」
を
観
察
し
ま
す
。
植
物
だ
け

で
な
く
、
野
鳥
や
昆
虫
の
観
察
も

で
き
ま
す
。
大
人
の
方
は
友
人
と

一
緒
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
初
夏

の
青
年
の
家
周
辺
を
歩
い
て
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。

６
月
10
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
〜
12
時
30
分

（
受
付
午
前
９
時
15
分
か
ら
）

※
小
雨
決
行

新
城
青
年
の
家

伊
丹
晴
生
氏
、
水
谷
英
夫
氏

１
０
０
円
（
保
険
料
）

５
月
31
日
（
木
）

軽
食
、
飲
み
物
、
雨
具
な
ど
各

自
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
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催
し
・
行
事

募
　
集

問
本

時所内問
鳳

時所他 他

問
本

申￥ 対

い

た

み

は

る

お

い

な

の

た

ま

お

さ
い
と
う
し
ょ
う
こ

お
い
か
わ

ゆ

み

み
ず
た
に
ひ

で

お

問
本

問
本

時

時所￥他

集講所講￥ 定 定￥持他em ￥メ持

み
に
こ
ん
か
ん

FAX

FAX

FAX
問
申

所講

集

時 メ 対他em

em

問
申

問
本

申

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL
TEL

TEL

TEL

FAX

em時所対定￥
問
本

申

TEL
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日
本
固
有
種
で
本
州
、
四
国
、
九

州
の
低
山
帯
か
ら
亜
高
山
帯
に
か
け

て
生
息
し
て
い
ま
す
。
食
用
や
毛
皮

用
に
乱
獲
さ
れ
、
絶
滅
が
心
配
さ
れ

た
た
め
、
昭
和
９
年
（
１
９
３
４
）

に
天
然
記
念
物
、
昭
和
30
年
（
１
９

５
５
）
に
は
特
別
天
然
記
念
物
に
格

上
げ
さ
れ
て
保
護
が
図
ら
れ
ま
し

た
。

　

早
朝
や
夕
方
の
行
動
が
多
い
が
、

日
中
で
も
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。
岩
場

で
見
か
け
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
イ

ワ
シ
カ
な
ど
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

食
べ
物
は
草
の
葉
や
茎
、
落
葉
樹

の
芽
や
葉
で
す
が
、
餌
の
少
な
い
冬

の
時
期
は
、
冬
芽
を
枝
先
ご
と
つ
い

ば
む
よ
う
に
し
て
食
べ
ま
す
。
森
で

ア
オ
キ
の
葉
や
茎
が
ひ
ざ
上
の
あ
た

り
の
高
さ
で
、
刈
り
取
っ
た
よ
う
に

な
っ
て
い
た
ら
カ
モ
シ
カ
の
食
痕
で

す
。
植
林
し
た
ヒ
ノ
キ
の
幼
木
を
食

害
し
て
問
題
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

シ
カ
の
名
が
つ
い
て
い
ま
す
が
、

シ
カ
科
で
は
な
く
ウ
シ
科
の
動
物
で

す
。
シ
カ
の
よ
う
に
角
が
生
え
か
わ

る
こ
と
は
な
く
、
先
の
と
が
っ
た
一

対
の
角
を
雄
も
雌
も
持
っ
て
い
ま

す
。

　

生
息
場
所
は
、
落
葉
広
葉
樹
の
林

や
針
葉
樹
と
広
葉
樹
の
混
交
林
で
、

縄
張
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。
目
の
下

に
あ
る
眼
下
腺
か
ら
甘
酸
っ
ぱ
い
に

お
い
の
粘
液
を
出
し
、
木
や
岩
な
ど

に
こ
す
り
つ
け
て
自
分
の
縄
張
り
を

宣
言
し
ま
す
。

　

ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
は
、
市
内
の
山

間
部
に
普
通
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

姿
を
見
る
こ
と
は
ま
れ
で
す
が
、
足

跡
や
食
痕
、
真
っ
黒
な
ピ
ー
ナ
ツ
形

の
た
め
糞
な
ど
で
生
息
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

わがまちの　文化財・施設紹介

ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ

国
指
定
特
別
天
然
記
念
物

文
化
課　

　

23
‐
7
6
5
5

が
ん

か

せ
ん

し
ょ
っ
こ
ん

ふ
ん

問
本

TEL

2012.6広報しんしろ 162012.6広報しんしろ17
※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

　

全
５
回
の
講
座
を
通
し
て
、
郷

土
の
歴
史
を
一
緒
に
楽
し
く
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。
６
月
は
３
回
の

講
座
を
行
い
ま
す
。

第
１
回

６
月
２
日
（
土
）

午
後
２
時

塩
瀬
眞
美
氏

「
輿
休
山
勅
養
寺
の
話
ほ
か
」

第
２
回

６
月
９
日
（
土
）

午
後
２
時

鈴
木
孝
行
氏

「
荏
柄
天
神
社
に
つ
い
て
」

第
３
回

６
月
23
日
（
土
）

午
後
２
時

夏
目
利
美
氏

「
豊
島
の
水
害
関
連
地
名
に
つ

い
て
」

設
楽
原
歴
史
資
料
館
研
修
室

（
各
回
同
会
場
）

50
人

無
料

地
域
探
訪
「
作
手
高
原
の
湿
原
と

　
　
　
　
　
　
　
歴
史
め
ぐ
り
」

　
　

生
涯
学
習
課　

　
　
　

23
‐
7
6
5
4

　

作
手
は
湿
原
の
植
物
を
は
じ
め
、

市
の
カ
エ
ル
「
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
」

な
ど
を
観
察
で
き
る
自
然
の
宝
庫
で

す
。
ま
た
、
戦
国
時
代
以
降
の
城
砦

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新
し
い
人
権
擁
護
委
員
が

　
　
　
　
　
　
　
決
ま
り
ま
し
た

　
　

市
民
保
険
課

　
　
　

23
‐
7
6
2
8

　

河
合
良
之
氏
の
退
任
に
伴
い
、

新
た
に
小
林
薫
氏
が
法
務
大
臣
か

ら
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
全
国
の
市

町
村
に
配
置
さ
れ
て
お
り
、
常
に

自
由
人
権
思
想
の
普
及
と
高
揚
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
国
民
の
基
本

的
人
権
が
侵
犯
さ
れ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
監
視
し
、
も
し
こ
れ
が

侵
犯
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
救

済
の
た
め
、
速
や
か
に
適
切
な
処

置
を
と
る
こ
と
が
使
命
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。
人
権
侵
害
と
感
じ
た
場

合
の
身
近
な
相
談
相
手
で
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

小
林　

薫
氏
（
新
城
・
緑
が
丘
）

　

25
‐
０
０
９
４

跡
が
各
地
に
残
る
歴
史
の
里
で
も
あ

り
ま
す
。
作
手
の
魅
力
を
た
っ
ぷ
り

味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

６
月
13
日
（
水
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

（
受
付
９
時
15
分
か
ら
）

市
役
所
仮
庁
舎
前
駐
車
場

歴
史
民
俗
資
料
館
、
庄
ノ
沢
緑

地
（
湿
地
）
、
長
ノ
山
湿
原
、

甘
泉
寺
な
ど
を
バ
ス
で
巡
り
ま

す
。

矢
頭
一
起
氏

30
人
（
先
着
順
）

３
０
０
円
（
保
険
料
な
ど
）

６
月
４
日
（
月
）

飲
み
物
、
昼
食
は
各
自
ご
持
参

く
だ
さ
い
。
（
昼
食
場
所
は
道

の
駅
・
つ
く
で
手
作
り
村
）

し
ん
し
ろ
市
民
活
動

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
登
録
団
体
　

　
　
　
　
　
活
動
支
援
に
つ
い
て

　
　
　

企
画
課

　
　
　
　

23
‐
7
6
2
0

　

市
民
活
動
団
体
の
利
便
性
向
上

の
た
め
、
登
録
団
体
は
、
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
会
議
室
に
加
え
、
市

鳳
来
開
発
セ
ン
タ
ー
、
市
作
手
開

発
セ
ン
タ
ー
も
同
様
に
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

登
録
な
ど
の
相
談
は
、
企
画
課

●催し・行事　●募集　●そのほかInformation お知らせ
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広
告

広
告

そ
の
ほ
か

水
泳
教
室
生
徒
募
集

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　

23
‐
7
6
5
3

　

泳
ぎ
が
苦
手
な
児
童
を
対
象
と

し
た
水
泳
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

８
月
１
日
（
水
）
〜
３
日
（
金
）

の
３
日
間

ス
ポ
ー
ツ
ボ
ッ
ク
ス
新
城

１
講
座
１
時
間

泳
げ
な
い
（
15
ｍ
以
下
）
児
童

（
小
学
校
低
中
学
年
）

１
部
70
人
、
２
部
70
人
、
３
部

70
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り　

　

１
，
０
０
０
円

※
水
泳
教
室
の
開
催
初
日
に
集
金

し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
ボ
ッ
ク
ス
新
城
店
へ

申
込
用
紙
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

申
込
期
間

６
月
17
日
（
日
）
〜
21
日
（
木
）

月
曜
日
〜
土
曜
日
は
、
午
前
10

時
〜
午
後
９
時
30
分

日
曜
日
は
、
午
前
10
時
〜
午
後

３
時
30
分

第
37
回
ふ
る
さ
と
講
座

　
　

文
化
課　

　
　
　

23
‐
7
6
5
5

　

設
楽
原
歴
史
資
料
館

　
　

22
‐
0
6
7
3

　
　

22
‐
0
6
7
3

FAX

問
本 な

つ

め

と

し

み

よ
き
ゅ
う
ざ
ん
ち
ょ
く
よ
う
じ

え
が
ら
て
ん
じ
ん
し
ゃ

す

ず

き
た
か
ゆ
き

し

お

せ

ま

さ

み

問
本

申

講 時

時集内講￥メ 定他

講講 時時所￥ 定

や
と
う
か
ず
ゆ
き

か
わ
い
よ
し
ゆ
き

こ
ば
や
し
か
お
る

問
本

申

問
本

問 特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診
を

　
　
　
　
　
　
　
　
実
施
し
ま
す

　

健
康
課
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健
康
診
査
は
保
険
者
が
実
施
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
新
城
市
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
40
歳
か
ら
74
歳

ま
で
の
方
を
対
象
に
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し

た
健
診
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
に

よ
っ
て
保
健
指
導
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
市
内
に
住
所
を
有
す
る
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
の
被
保
険
者

の
方
を
対
象
に
、
愛
知
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
の
委
託
を
受

け
て
、
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め

の
健
診
を
実
施
し
ま
す
。

　

次
の
要
領
で
実
施
し
ま
す
の

で
、
年
に
一
度
は
健
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

６
月
〜
10
月

市
内
医
療
機
関
（
市
民
病
院
を

除
く
）

受
診
券
、
問
診
票
、
保
険
証

・
平
成
23
年
度
の
健
診
結
果
で
保

健
指
導
実
施
中
の
方
に
は
、
指

導
の
終
了
後
受
診
券
を
送
付
し

ま
す
。

・
健
診
は
、
受
診
日
に
保
険
資
格
喪

失
し
て
い
た
場
合
、
受
診
券
が

あ
っ
て
も
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

・
国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者

の
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
さ
れ
る

方
は
、
受
診
券
の
配
布
は
あ
り

ま
せ
ん
。

平成24年度　特定健診・後期高齢者健診実施予定一覧表

※昭和12年6月・7月・8月生まれの方は、誕生月の翌月に後期高齢者健診の受診券を送付します。

受 診 券
発 行 月

健 診
種 類

特 定
健 診

後 期
高齢者
健 診

受 診
期 限

10月31日
（水）

対 象 者 負 担 金対 象 年 齢

5月下旬

6月下旬

1 , 0 0 0円

無 料

平成24年4月1日現在、新
城市国民健康保険の被保
険者（昭和12年9月1日～
昭和48年3月31日生）

40歳から74歳までの方

75歳以上の方、
65歳以上で一定の障が
いのある方

平成24年5月31日現在、市
内に住所を有する後期高
齢者医療保険の被保険者

時所持他

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL
TEL

時所内対定￥応
問
本

申

TEL

川売の美味しい

梅干し作り
6月下旬
開催!!

日程は、梅の生育状況により決定しますので、山びこの丘までお問い合わせ下さい。

〈参加費〉　大人 1000円　小学生以下 500円
〈梅　代〉　１ｋｇ 500円
〈時　間〉　10：00～15：00
※樽は持参して下さい。参加費に昼食代も含まれます。

梅の里 川売で
完熟梅の収穫

＋
梅干し漬け体験

山びこの丘 〒441－1945　新城市玖老勢字新井9
☎（0536）35-1191   ホームページﾞ　http://www.sanyurin.jp/yamabiko
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東野圭吾/著
角川書店　
　あらゆる悩み
の相談ごとに
乗ってくれる、
不思議な雑貨店
の物語。著者い
わく、「読者にこんな小説読ん
だことがない」と感じてもらえ
ることを目標にしたという感動
作をお楽しみください。

後藤　圭/文
文渓堂
（伝承遊びシリーズ）
　日本と世界の影絵、影絵の歴
史や技法、遊び方を書いた大人
も楽しめる本です。

る
な
と
災
火
な
模
規
大
で
難
困
が

。
す
で
物
険
危
る
あ
が
性
険
危

な
油
灯
や
ン
リ
ソ
ガ
、
一
が
万

　

き
と
た
し
火
着
に
物
険
危
の
ど

使
を
ど
な
砂
燥
乾
や
器
火
消
、
は

り
あ
は
で
当
適
は
と
こ
る
す
火
消

。
ん
せ
ま

に
い
扱
り
取
・
蔵
貯
の
物
険
危

　

相
ご
で
ま
部
本
防
消
、
は
て
し
関

。
い
さ
だ
く
談

署
察
警
城
新
　

 

　
　

22

0
1
1
0
‐

に
止
防
労
就
法
不
・
在
滞
法
不

　
　
　
　
　
　
　
　

　

を
力
協
ご

残
法
不
る
い
て
し
在
滞
に
本
日

　

の
年
５
成
平
、
は
数
の
者
留

29
万

現
日
１
月
１
年
昨
、
の
の
も
る
あ

と
然
依
と
人
千
８
万
７
約
、
で
在

こ
。
す
ま
り
あ
に
準
水
い
高
て
し

不
、
は
半
大
の
者
留
残
法
不
ら
れ

ら
見
と
の
も
る
い
て
し
労
就
に
法

物
薬
や
罪
犯
悪
凶
。
す
ま
い
て
れ

犯
な
的
織
組
で
質
悪
の
ど
な
罪
犯

来
、
く
多
も
合
割
る
す
与
関
に
罪

と
因
要
的
源
根
の
題
問
人
国
外
日

。
す
ま
い

へ
ん
さ
皆
の
主
業
事

、
は
合
場
る
す
用
雇
を
人
国
外
・

、
書
明
証
録
登
人
国
外
、
券
旅

留
在
で
ど
な
書
明
証
格
資
労
就

て
し
認
確
を
間
期
留
在
、
格
資

　。
い
さ
だ
く

活
外
格
資
は
生
学
就
、
生
学
留
・

、
か
う
ど
か
る
あ
が
可
許
の
動

　

容
内
動
活
た
れ
さ
可
許
、
た
ま

　

。
い
さ
だ
く
て
し
認
確
も

労
就
、
れ
さ
意
留
に
点
の
上
以

　

決
、
を
人
国
外
い
な
れ
ら
め
認
が

う
よ
い
な
の
と
こ
る
す
用
雇
て
し

。
す
ま
し
い
願
お

を
走
暴

」
い
な
し
「

」
い
な
せ
さ
「

」
い
な
か
行
に
見
「

心
中
を
路
道
線
幹
、
は
族
走
暴

　

で
け
だ
る
す
走
暴
で
団
集
、
た
ま

ま
り
あ
も
と
こ
す
犯
を
罪
犯
の

チ
ン
リ
の
士
同
間
仲
、
た
ま
。
す

起
き
引
を
件
事
争
抗
立
対
や
件
事

り
繰
を
罪
犯
な
質
悪
、
ど
な
す
こ

暴
の
ど
ん
と
ほ
、
上
る
い
て
し
返

暴
る
れ
ば
呼
と
盾
ろ
後
は
に
族
走

さ
皆
。
す
ま
い
て
し
係
関
が
団
力

安
、
し
進
推
を
り
く
づ
ち
ま
い
な

年
少
、
り
守
を
活
生
な
穏
平
、
全

●催し・行事　●募集　●そのほかInformation お知らせ

新城図書館だより

おすすめ本の紹介

新城図書館のご案内

　新城図書館
　23 - 2333／　24 - 3415
問

「ナミヤ雑貨店の奇蹟」

■
　テーマに本を特集します。
■「2012年度 本屋大賞」
　コーナーへもお立ち寄り
　ください。

［開館時間］
［連日開館］
［貸出冊数］
［貸出券作成］

［ファックス貸出］

午前９時～午後８時
休館日は月末１日のみ
一人８冊まで（15日間）
鳳来・作手各総合支所
でも交付の申請可。
後日自宅に郵送。
ファックスで申し込め
ば、一度に３冊まで各
総合支所へ届けます。

り
よ
だ
署
察
警
城
新

問
消

問

問

FAX

ひがしの け い ご

ご と う 　 　 け い

にしもとけいすけ とちぼり　　しげる

会
示
展
書
科
教
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書
図
城
新
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等
高
び
よ
お
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学
中
・
小

　

平
、
で
校
学

成
25

用
使
度
年

を
会
示
展
の
書
科
教
の
定
予

。
す
ま
し
催
開

６
月
11

）
木
（
日
５

）
内
館
書
図
城
新
（

は
日
館
休
の
中
間
期
示
展６

月
30

）
土
（
日

時所他

TEL

TEL

TEL

TEL

「影　絵」児童本

西本鶏介/作　栃堀　茂/絵
ポプラ社
　腰骨を骨折し
て入院した、大
好きなおじい
ちゃんを励ます
ために、孫のこ
う君が考えた方
法とは？

「がんばれ、おじいちゃん」絵本
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に
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よ
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バ
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ほのか診察室
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事
食
る
す
に
気
元
を
体
た
れ
疲

市民病院 管理栄養士

鈴木　仁美

シリーズ第60話

す ず き ひ と み

表１

表２

23 - 7852市民病院総務課問

疲労回復に効果のある栄養素

疲労回復に効果のある
栄養素を多く含む食材

ビタミンＢ１
糖質をエネルギーに変えます。

アリシン
ビタミンＢ1の吸収を高めます。

クエン酸
乳酸を分解します。

抗酸化物質
疲労が長く続くと体の中の活性酸素が増え、
免疫力が低下します。その活性酸素を防ぐ
働きがあります。

１

ビタミンＢ1を多く含む食材
肉類・魚類・卵・大豆製品・レバー

アリシンを多く含む食材
ニンニク・にら・たまねぎ・ねぎ

クエン酸を多く含む食材
レモン、オレンジなどのかんきつ類・
梅干し・酢

抗酸化物質を多く含む食材
色の濃い野菜・いも類

１

2

3

4

2

3

4



2012.6広報しんしろ 202012.6広報しんしろ21

さくらが満開

「志多ら」
奥三河ふるさと観光大使
４月21日（土）

４月２日（月）

３月22日（木）～４月15日（日）

鳳来寺山 表参道へ
お越しください！

楽しい絵手紙がいっぱい

　鳳来寺山 表参道入り口の観来館で
「絵手紙 野の花の会展」が開かれ、
地域の花や季節の野菜などを描いた、
色とりどりの絵手紙が展示されまし
た。5月は、伊藤あいさんによる「小
学生の習字個展」を開催しています。

　東栄町を本拠点に置いて活動する和太
鼓集団「志多ら」が奥三河観光協議会か
ら奥三河ふるさと観光大使として委嘱さ
れました。志多らの全国ツアーは、２年
間で50カ所を回る予定で、奥三河の伝
統芸能「花祭り」をイメージした内容で
す。全国各地のツアー会場で、奥三河の
ＰＲブースを設け、パンフレットなどを
置き、奥三河の自然や観光、文化を紹介
していただきます。

　自転車に乗って障害物を超えていく、「全
日本トライアル選手権大会in新城」が桜淵公
園で行われました。選手たちは巧みにマウン
テンバイクを操り、観客にど派手なアクショ
ンを見せてくれました。

　鳳来総合支所に「新城森林総合センター」が
開設されました。県新城設楽農林水産事務所新
城林務課が同支所２階に移転し、市森林課と同
じところで業務を行うことになりました。これ
により、県と市の連携強化を図り、住民サービ
スの向上を目指します。

　桜淵公園で新城さくらまつりが開
催され、物産展の開催やクイズラ
リーなど数多くのイベントが行われ
ました。今年の総来場者数は約11万
人で、去年より約３万人多い来場者
となりました。

　鳳来寺山自然科学博物館で、市
の花・木・鳥・石・カエルについ
て紹介する第2回特別展が開かれて
います。この特別展を前に、4月
24日の夜、千枚田の鞍掛山で今年
初めて「ブッポーソー」の鳴き声
が確認されました。

4月1日（日）～30日（祝）

春の特別展
4月28日（土）～7月1日（日）

新城森林
総合センター開設

a la carte
しんしろ・知ろう

まちの話題まちの話題まちの話題

全日本トライアル
選手権大会開催
世界へはばたく選手が決定
4月14日・15日
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皆さんからの情報をお待ちしております。
イベント紹介や募集、地区の出来事など、皆さんからの耳寄りな話をお寄せください。イベント紹介や募集、地区の出来事など、皆さんからの耳寄りな話をお寄せください。 しみんのトビラしみんのトビラ秘書広報課  　23‐7623

info@city.shinshiro.lg.jp

　　 豊橋聾学校　　0532‐45‐2049　　0532‐45‐7545
　豊橋聾学校では、来年度、高等学校入学予定で「聴こえやことば」に
障がいのあると思われる中学生とその保護者の方を対象に、見学説明会
を行います。　６月22日（金）　午後１時30分～３時20分

民踊講習会

豊橋聾学校
高等部見学会

 　　民踊研究会
　22‐0580

　大勢の仲間と一緒に、
民踊を楽しんでみませんか。

◆発行年月日／４月27日（金）から
◆販売場所／東海エリアの「イオン」「マックスバリュ」などの
　各店舗で販売
◆発行手数料／１枚300円（税込）
◆問い合わせ先
　東三河広域協議会事務局（豊橋市役所政策企画課内）
　　0532‐51‐2180
　http://www.east-mikawa.jp/

東三河８市町村とイオンによる
基本合意書の締結と
「ほの国東三河WAON」の発行

ほの国東三河WAON（見本）
表面（東三河発祥の手筒花火）

裏面（国指定 重要無形民俗文化財「花祭り」）

　東三河８市町村（東三河広域協議会）とイオン株式会社は、奥
三河地域の水源林保全活動、観光・産業振興、環境問題や地域の
安全安心に対する取り組みなどについての基本合意書を4月26
日に締結しました。
　その取り組みの一つとして、全国の加盟店で利用可能な電子マ
ネー「ほの国東三河ＷＡＯＮ」を発行しました。「ほの国東三河
ＷＡＯＮ」の利用金額の一部は、自然豊かな奥三河の水源林の保
全活動に活用されます。

FAX

申 問

　６月12日(火)
　午前10時～午後３時
　新城青年の家
〈講習曲目〉
・宝っ子おどり・夢色音頭
・人生おもいきり　ほか
　日本民踊研究会の指導者
　どなたでも参加できます。
　500円
　うちわ、てぬぐい、
　お弁当、お茶、上ばき

時

所

講
対
￥
持

申 問

時

問 本

em

今月の旬な食材 旬な食材と豆知識、食材を利用した１品と、食材をモチーフにした
食育推進キャラクター「お食べん武将隊」（全12種）を紹介します。

　「鳳来の梅」として評判がよく、
鳳来地区を中心に栽培されています。
青梅として販売されるほか、
加工品として梅干やジャムとしても
販売されています。

食育推進キャラクター「うめちよ」
前髪を垂らし、武将の割には線の細いイケメン。
いつも周りには梅の花が咲き誇っている。

梅梅

旬の食材を使った１品

『梅干』
………………１㎏

………160g
…200g

……………………20g

～材料～
完熟梅
塩（自然塩）
赤しそ（茎つき）
塩

料理：食育推進実行委員会
（農村輝きネット・しんしろ）

～作り方～
① 梅を洗って２～３時間水に浸し、あくをぬく。
② ざるにあげ、水気を切って水分を拭き取る。
③ 大きな器に梅を入れ、塩をよくまぶしつける。
④ 消毒した漬物容器に漬け込み、重石をする。
　 （１～２日で水があがるようにする）
⑤ 赤しそは茎つきのまま洗って、水気を切って葉をとり、
　 塩20gでよく揉み、汁を捨てる。
⑥ ④で出た梅を漬けた塩水を⑤に少し入れて
　 赤しそをもう一度揉み、汁を捨てる。
⑦ ④の上に⑥を広げてのせ、冷暗所におく。
⑧ 土用になったら、２～３日太陽に当てて干す。
⑨ 漬け汁に戻して３～４カ月おく。

TEL

テニス教室受講生募集
　　　 スポーツ課　　23‐7653

　６月17日（日）、24日（日）、
　７月１日（日）、15日（日）、
　22日（日）、29日（日）（予備日） 
　午前９時30分～11時30分
　新城総合公園テニスコート
　初心者、初級、中級者（小学校高学年から）
　3，000円
　スポーツ課または下記のテニス協会理事へ
　お申し込みください。
　25‐0401（白頭）
　22‐4900（不動）
　６月11日（月）

申

時

所
対
￥
応

メ

問 本

TEL

TEL

TEL

TEL

 　名古屋法務局人権擁護部｠
　052‐952‐8111

　６月25日（月）～７月１日（日）｠
　午前８時30分～午後７時
※土・日曜日は午前10時～午後５時まで
　相談専用電話（子どもの人権１１０番）
　0120‐007‐110

全国一斉「子どもの
人権110番」強化週間
問

時

問

TEL

TEL

TEL

TEL

　新城テニス協会では、市内に在住、在勤または協会会
員の方で、初心者から中級者までを対象にテニス教室を
開催します。
　上手にボールが打てなくても大丈夫！自分のレベルに
合わせて楽しみながら練習できます。

　いじめ・虐待など、子どもの人権にか
かわる悩みごと、心配ごとなどの相談に
応じます。
　相談内容の秘密は固く守られます。一
人で悩まず、お気軽にご相談ください。
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生
ご
み
処
理
器
な
ど
を
設
置
す

る
こ
と
で
、
可
燃
ご
み
を
減
量
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
生
ご
み
処
理
器
な
ど

を
購
入
さ
れ
た
方
に
対
し
、
「
生

ご
み
処
理
器
等
設
置
費
補
助
金
」

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
生
ご
み
処
理
器
な
ど
に
つ

い
て
、
そ
の
種
類
や
効
果
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

可
燃
ご
み
減
量
化
に

　
　
　
　
　
　
効
果
が
あ
り
ま
す

 

市
に
搬
入
さ
れ
る
可
燃
ご
み
の

う
ち
、
約
４
割
は
「
厨
芥
類
」
と

呼
ば
れ
る
台
所
か
ら
出
る
「
生
ご

み
」
が
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の

「
生
ご
み
」
を
減
ら
す
こ
と
で
、

可
燃
ご
み
の
総
量
を
大
き
く
減
ら

す
こ
と
が
可
能
と
な
る
た
め
、
焼

却
施
設
の
負
荷
を
抑
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

「
生
ご
み
処
理
器
」
は
、
生
ご

み
を
自
然
の
力
で
た
い
肥
化
し
、

最
終
的
に
は
土
に
還
し
ま
す
。
自

然
に
や
さ
し
く
、
誰
で
も
簡
単

に
、
か
つ
安
全
に
処
理
が
で
き
る

こ
と
か
ら
、
ご
み
の
減
量
化
に
大

き
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。

電
気
式
の
生
ご
み

　
　
　
　
　
処
理
機
も
あ
り
ま
す

　
「
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
」

は
、
電
気
を
用
い
て
ご
み
を
減
量

化
し
ま
す
。
電
気
式
生
ご
み
処
理

機
の
場
合
は
、
電
気
代
が
必
要
と

な
る
ほ
か
、
乾
燥
ご
み
を
取
り
出

す
な
ど
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
生
ご
み

処
理
器
を
設
置
で
き
な
い
ご
家
庭

で
も
生
ご
み
の
減
量
化
が
で
き
、

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
を
減

ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

電
気
式
生
ご
み
処
理
機
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
の

で
、
よ
く
比
較
検
討
し
、
購
入
さ

れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
な

お
、
市
で
は
ど
の
よ
う
な
タ
イ
プ

の
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
で
も
補

助
対
象
と
な
り
ま
す
。

申
請
の
方
法
と
注
意
点

　

生
ご
み
処
理
器
な
ど
を
購
入

し
、
補
助
申
請
を
お
考
え
の
場
合

は
、
次
の
方
法
で
申
請
を
お
願
い

し
ま
す
。

申
請
の
方
法

①
生
ご
み
処
理
器
な
ど
を
購
入

し
、
購
入
業
者
に
領
収
書
を
も

ら
い
ま
す
。
（
先
に
支
払
い
を

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
）

②
領
収
書
と
、
印
鑑
（
認
印
で

可
）
、
振
込
先
の
通
帳
（
領
収

書
記
載
の
宛
名
と
同
じ
名
義
の

も
の
）
を
ご
用
意
い
た
だ
き
、

生
活
衛
生
課
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

申
請
に
必
要
な
用
紙
は
こ
ち
ら

に
用
意
が
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
で
も
印
刷
が
で

き
ま
す
。

注
意
点

①
こ
の
補
助
金
の
対
象
と
な
る
生

ご
み
処
理
器
な
ど
は
、
市
内
の

業
者
で
購
入
さ
れ
た
も
の
に
限

り
ま
す
。

②
生
ご
み
処
理
器
に
つ
い
て
は
、

1
0
0
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
容
積

の
あ
る
も
の
に
限
り
ま
す
。

③
こ
の
補
助
制
度
で
補
助
金
の
交

付
を
受
け
る
と
、
生
ご
み
処
理

器
の
場
合
５
年
間
（
電
気
式
生

ご
み
処
理
機
の
場
合
７
年
間
）

は
次
の
申
請
を
お
受
け
で
き
ま

せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、
生
活
衛
生
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

譲
り
た
い
も
の

・
譜
面
台
（
マ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー

　

付
）

・
洋
服
ダ
ン
ス

譲
っ
て
ほ
し
い
も
の

・
家
庭
用
ミ
シ
ン

※
リ
ユ
ー
ス
の
広
場
へ
の
掲
載

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
①
住

所
、
②
氏
名
、
③
電
話
番

号
、
④
品
名
と
特
徴
を
生
活

衛
生
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

22
‐
0
5
2
1

clean-center@
city.shinsh

iro.lg.jp

郵
送
先

 

〒
４
４
１
‐
１
３
２
２

新
城
市
日
吉
字
樋
田
56
番
地

生
活
衛
生
課
あ
て

Ｔ
Ｏ
Ｐ
↓
く
ら
し
↓
ご
み
・

リ
サ
イ
ク
ル 

↓ 

リ
ユ
ー
ス

の
広
場

　

家
の
軒
先
や
生
垣
、
庭
木
な

ど
、
生
活
に
支
障
が
あ
る
場
所

に
で
き
た
「
ハ
チ
の
巣
」
は
、

専
門
業
者
に
お
願
い
す
る
な
ど

し
て
早
め
に
駆
除
し
ま
し
ょ

う
。

　

市
で
は
、
ハ
チ
の
巣
の
駆
除

は
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
敷
地

内
の
巣
は
所
有
者
、
管
理
者
で

対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。
ハ
チ

の
種
類
に
よ
っ
て
は
、
家
族
や

近
所
の
人
の
命
に
か
か
わ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
で
き
る

だ
け
巣
が
小
さ
い
う
ち
に
駆
除

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

ス
ズ
メ
バ
チ
な
ど
に

　
　
　

刺
さ
れ
な
い
た
め
に
は

●
ハ
チ
の
巣
に
近
づ
か
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
ハ
チ
は
黒
っ
ぽ
い
も
の
に
強

く
反
応
し
ま
す
。
近
く
で
作

業
す
る
と
き
や
、
ハ
イ
キ
ン

グ
な
ど
の
と
き
は
、
黒
っ
ぽ

い
服
装
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

●
野
外
に
出
掛
け
る
と
き
は
、

刺
激
の
強
い
香
水
・
化
粧
品

な
ど
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

●
野
外
活
動
中
に
ハ
チ
と
遭
遇

し
た
と
き
は
、
大
声
で
騒
い

だ
り
、
手
で
追
い
払
っ
た
り

す
る
行
為
は
危
険
で
す
。
姿

勢
を
低
く
し
、
速
や
か
に
そ

の
場
を
離
れ
ま
し
ょ
う
。

●
缶
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
を
飲
む
と

き
は
、
ハ
チ
が
甘
い
匂
い
に

引
き
寄
せ
ら
れ
る
の
で
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

●
洗
濯
物
な
ど
に
紛
れ
込
ん
で
い

る
こ
と
が
あ
る
の
で
よ
く
点
検

し
ま
し
ょ
う
。

ecoとぴっくすエ コ
Topicsecoとぴっくすエ コ
Topicsecoとぴっくすエ コ
Topics

「
ハ
チ
の
駆
除
」
に

　
　

つ
い
て
お
知
ら
せ

　

毎
年
６
月
５
日
は
「
環
境
の

日
」
で
す
。
国
連
で
は
、
日
本
の

提
案
を
受
け
て
こ
の
日
を
「
世
界

環
境
デ
ー
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
環
境
基
本
法
の
中
で

「
環
境
の
日
」
を
定
め
、
多
く
の

方
た
ち
に
環
境
保
全
に
関
心
と
理

解
を
深
め
、
積
極
的
に
活
動
を
行

う
意
欲
を
高
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
実
施
す

る
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

６
月
は
、
国
や
市
を
含
め
事
業

者
・
市
民
・
市
民
団
体
が
一
体
と

な
っ
て
、
環
境
へ
の
取
り
組
み
を

重
点
的
に
行
う
「
環
境
月
間
」
で

す
。

　

こ
の
「
環
境
月
間
」
に
合
わ

せ
、
市
で
は
、
「
し
ん
し
ろ
ク

リ
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
２
」
を

６
月
10
日
（
日
）
に
開
催
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
５
月
に
回
覧
し

た
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

毎
年
６
月
５
日
は
「
環
境
の
日
」

６
月
は
「
環
境
月
間
」
で
す

毎
年
６
月
５
日
は
「
環
境
の
日
」

６
月
は
「
環
境
月
間
」
で
す

毎
年
６
月
５
日
は
「
環
境
の
日
」

６
月
は
「
環
境
月
間
」
で
す

「
環
境
の
日
」
と
は

「
環
境
月
間
」
と
は

　

新
城
市
環
境
基
本
条
例
第
14
条

の
規
定
に
よ
り
「
新
城
市
環
境
審

議
会
」
を
設
置
し
、
学
識
者
お
よ

び
公
募
委
員
に
よ
り
構
成
し
て
い

ま
す
。
任
期
満
了
に
伴
い
、
公
募

委
員
（
７
月
か
ら
任
期
２
年
間
）

を
募
集
し
ま
す
。

　

こ
の
環
境
審
議
会
で
は
、
環
境

の
保
全
と
創
出
に
関
す
る
基
本
的

な
事
項
や
重
要
事
項
な
ど
を
審
議

し
ま
す
。
生
活
環
境
、
自
然
環

境
、
地
球
環
境
の
分
野
に
わ
た

り
、
い
ろ
い
ろ
な
立
場
か
ら
の
意

見
を
い
た
だ
き
、
審
議
会
と
し
て

市
長
に
答
申
し
ま
す
。

・
市
内
在
住
で
20
歳
以
上
の
方

・
環
境
問
題
に
高
い
関
心
を
持

ち
、
建
設
的
な
意
見
を
お
持
ち

の
方

・
市
の
環
境
に
関
す
る
計
画
づ
く

り
な
ど
の
委
員
会
に
参
加
し
て

い
な
い
方

・
平
日
の
昼
間
の
会
議
に
出
席
で

き
る
方

※
な
お
、
応
募
者
多
数
の
場
合

は
、
別
途
、
作
文
に
よ
り
選
考

し
ま
す
。

５
人

新
城
市
環
境
審
議
会
委
員

　
　
　
　

を
募
集
し
ま
す

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
新
城

実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す

電
話
な
ど
に
よ
り
環
境
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

６
月
８
日
（
金
）

　

今
年
度
も
、
第
７
回
目
と
な
る

「
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
」
イ
ベ
ン

ト
を
、
10
月
27
日
（
土
）
に
開
催

し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
市
民
団
体
や
学

生
な
ど
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
た
ち
と
と
も
に
、
イ
ベ
ン
ト
の

企
画
段
階
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ

デ
ア
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
楽
し

く
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
も
さ
ら
に
発
展
し
た
取
り

組
み
と
な
る
よ
う
に
、
皆
さ
ん
の

ア
イ
デ
ア
や
行
動
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

　

環
境
課
（
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ

ト
新
城
実
行
委
員
会
事
務
局
）

　
　
　

23
‐
７
６
７
７

昨年の実行委員会で創出した
「虹と絆」

生ごみ処理器を活用しましょう！生ごみ処理器を活用しましょう！

今
月
の
「
リ
ユ
ー
ス
の
広
場
」

環境課  　23‐7677／　 23‐8388　　　生活衛生課  　22‐0521／　 22‐0554FAXFAXTEL TEL申 本

emHP

対定

応メ対問
本

ち
ゅ
う
か
い
る
い

TEL

TEL
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全面広告

※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

● ● ● ●● ● ● ●各 種 相 談
児 童 相 談

一 般 健 康 相 談

こ こ ろ の 健 康 相 談

すこやか相談 (育児相談)

教 育 相 談

登 記 法 律 相 談

法 律 相 談

心 配 ご と 相 談

身体障害者福祉相談

新 城 市 福 祉 相 談 会

女性悩みごと電話相談

男性悩みごと電話相談

消 費 生 活 相 談

勤 労 者 生 活 相 談

若年者向け就職相談

人 権 行 政 相 談

年 金 相 談

無 料 住 宅 耐 震 相 談

毎週月～金曜日 （要予約）

６／４㈪ 午前９時 （要予約）

６／４㈪  午前10時 （要予約）

６／19㈫  午前９時30分～10時30分（母子健康手帳持参）

６／１㈮   午前９時30分～10時30分（母子健康手帳持参）

毎週月～金曜日  午前９時～午後５時（要予約）

６／14㈭  午前10時～午後３時 ※11日㈪正午までに要予約

６／22㈮  午前10時～午後３時 ※19日㈫正午までに要予約

６／13㈬、27日㈬  午後１時～４時（要予約）

６／７㈭  午後1時～4時

６／20㈬  午後1時～4時

６／11㈪  午後1時～4時

６／８㈮  午後1時～4時

６／13㈬  午前10時～正午

６／８㈮、22㈮  午前10時30分～午後2時30分

６／21㈭  午後6時～8時

６／５㈫、12日㈫、19日㈫、26日㈫
午後１時～４時 （要予約） 受付は３時30分まで

６／20㈬  午前10時～午後４時  ※正午～午後１時は休憩

６／８㈮  午後１時～４時

６／12㈫  午前10時～午後３時

６／12㈫  午前10時～午後３時

６／20㈬  午後１時～４時

６／26㈫  午前10時～午後3時  ※年金の代理請求は委任状必要

６／16㈯ 午前9時～正午（要予約）

新城設楽児童相談センター

各保健センター

作手保健センター

新城保健センター

作手保健センター

市民体育館教育相談室

勤労青少年ホーム

鳳 来 支 所

しんしろ福祉会館相談室

しんしろ福祉会館相談室

鳳来開発センター相談室

社会福祉協議会作手センター

しんしろ福祉会館相談室

しんしろ福祉会館研修室A

秘 書 広 報 課

秘 書 広 報 課

勤労青少年ホーム

勤労青少年ホーム

豊川市役所北庁舎4階市民相談室

市民体育館第１会議室

作手開発センター

鳳来開発センター

市民体育館第１会議室

都 市 計 画 課

新城設楽児童相談センター

新城保健センター

作手保健センター

作手保健センター

新城保健センター

作手保健センター

学 校 教 育 課

司 法 書 士 会

社 会 福 祉 協 議 会

社 会 福 祉 協 議 会

社会福祉協議会作手センター

社 会 福 祉 協 議 会

社 会 福 祉 協 議 会

フ リ ー ダ イ ヤ ル

フ リ ー ダ イ ヤ ル

商 工 課

商 工 課

豊川市役所商工観光課

市 民 保 険 課

作手総合支所地域振興課

鳳来総合支所地域振興課

市 民 保 険 課

都 市 計 画 課

23-7366

23-8551

37-2839

37-2839

23-8551

37-2839

23-7652

22-4076
 

23-5618

23-5618
 

38-1481

23-5618

23-5618

0120-874-412

0120-874-412

23-7634

23-7634

0533-89-2140

23-7628

37-2259

32-1983

23-7625

23-7640

6月の
相 談 名 と 　 き と こ ろ 申し込み・問い合わせ

平成23年度　親子交通安全標語　優秀作品

「いそいでる　きみのこころに　あかしんごう」
（新城幼稚園　牧野  心）

※

平
成
24

在
現
末
月
３
年

市内の交通事故状況市内の交通事故状況
区

件

死傷者（人）

死　者 負傷者 計

４ 

月 

中

在
現
末
月
４
計
累

分
人身
事故
件数

物損
事故
件数

23年

24年

増減

23年

24年

増減

24

17

－7

89

64

－25

1

0

－1

1

0

－1

27

25

－2

102

88

－14

28

25

－3

103

88

－15

101

88

－13

422

382

－40

22 -  

0
6
1
1

募
の
人
求
と
し
探
事
仕
お
　

い
さ
だ
く
用

。

。
す
で
料
無
て
べ
す
め
た
の

方
る
い
て
し
探
を
事
仕
お

者
望
希
接
面、
談
相
の
事
仕

　

歴
履、
介
紹
の
へ
　

・
書

歴
経

き
書
の
類
書
種
各
ど
な
書

　

ス
イ
バ
ド
ア
方

　

る
い
て
し
を
集
募
の
人
求

ど
な
社
会

、
み
込
し
申
の
集
募
人
求

　

談
相
る
す
関
に
件
条
人
求

　

数
人
求
い
扱
り
取

護
介
・
護
看

業
営
・
売
販

務

　
　
　事

造

　
　
　製全 

職 

種 

計

95
人

57
人

49
人

109
人

571
人



◆第15回◆

柿本城の遠景

　

戦
国
時
代
、
こ
の
東
三
河
に

は
時
代
の
流
れ
を
大
き
く
変
え

る
転
換
点
が
い
く
つ
か
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
一
つ
が
桶
狭
間
の

戦
い
で
し
た
。

◆
東
三
河
を
め
ぐ
る
攻
防

　

そ
れ
ま
で
三
河
国
を
支
配
し

て
い
た
今
川
義
元
が
桶
狭
間
の

戦
い
で
織
田
信
長
の
奇
襲
に
よ

っ
て
命
を
落
と
し
て
し
ま
い
ま

す
。
こ
の
大
事
件
に
よ
っ
て
、

今
川
氏
の
勢
力
が
衰
退
し
、
代

わ
っ
て
大
き
な
力
を
持
ち
始
め

た
の
が
徳
川
家
康
で
し
た
。

　

義
元
の
子
氏
真
は
東
三
河
の

影
響
力
を
奪
わ
れ
ま
い
と
抵
抗

を
し
ま
す
が
、
器
量
に
勝
る
家

康
の
下
に
は
次
々
と
東
三
河
の

広
報
し
ん
し
ろ

平
成
24
年
６
月
号

発
行　

新
城
市
役
所
・
編
集　

秘
書
広
報
課

〒
4
4
1-

1
3
9
2　

愛
知
県
新
城
市
字
入
船
6-

1

　

0
5
3
6-

23 -

7
6
2
3　
　

0
5
3
6-

23 -

7
2
9
6

No.80

TEL

FAX

広報しんしろ「ほのか」は、環境に優しい植物油インキおよび再生紙を使用しています。 2012.6広報しんしろ 28

城
主
た
ち
が
駆
け
つ
け
ま
す
。

そ
う
し
て
、
家
康
は
わ
ず
か
４

年
で
三
河
を
平
定
し
ま
す
。

◆
遠
州
攻
め
の
き
っ
か
け

　

三
河
を
平
定
し
た
家
康
が
次

に
目
を
付
け
た
場
所
は
遠
江
国

で
し
た
。
三
河
国
に
隣
接
す
る

尾
張
国
は
同
盟
を
結
ん
だ
信
長

の
支
配
地
で
あ
り
、
信
濃
国
は

強
大
な
勢
力
を
誇
っ
て
い
た
武

田
信
玄
の
支
配
地
で
し
た
。
そ

れ
ら
の
国
に
比
べ
、
遠
江
国
の

支
配
者
で
あ
る
今
川
家
の
勢
力

が
衰
え
、
家
康
に
と
っ
て
は
勢

力
を
大
き
く
伸
ば
す
に
は
ち
ょ

う
ど
い
い
攻
撃
の
対
象
で
し
た
。

　

家
康
は
野
田
城
主
菅
沼
定
盈

に
遠
江
国
進
出
の
第
一
歩
と
し

て
井
伊
谷
城
攻
撃
の
道
案
内
を

命
じ
ま
し
た
。

　

定
盈
は
三
遠
国
境
の
有
力
な

武
将
で
あ
っ
た
菅
沼
忠
次
、
近

藤
康
用
、
鈴
木
重
時
の
３
人
を

徳
川
方
に
引
き
入
れ
る
こ
と
に

成
功
し
、
戦
わ
ず
し
て
井
伊
谷

城
を
落
と
し
ま
し
た
。
定
盈
は

こ
の
功
績
を
大
き
く
認
め
ら
れ
、

家
康
よ
り
遠
江
国
内
に
領
地
を

与
え
ら
れ
、
大
き
な
信
頼
を
得

ま
し
た
。

◆
山
吉
田
の
鈴
木
氏
の
活
躍

　

定
盈
に
よ
っ
て
徳
川
方
に
加

わ
っ
た
鈴
木
重
時
は
、
現
在
の

山
吉
田
に
勢
力
を
持
っ
た
武
将

で
し
た
。

　

重
時
の
父
重
勝
は
足
助
か
ら

掛
川
、
二
俣
と
転
々
と
移
動
し
、

や
が
て
山
吉
田
に
白
倉
城
を
築

き
、
こ
こ
を
拠
点
に
勢
力
を
伸

ば
し
始
め
ま
し
た
。

　

重
勝
は
武
田
家
や
今
川
家
に

仕
え
る
な
ど
、
強
力
な
戦
国
武

将
の
間
で
、
ほ
か
の
諸
将
と
同

じ
よ
う
に
必
死
に
生
き
抜
こ
う

と
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う

な
中
で
も
、
当
時
、
廃
寺
に
な

り
か
け
て
い
た
満
光
寺
を
再
興

す
る
な
ど
、
現
在
に
つ
な
が
る

功
績
を
数
多
く
残
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
子
重
時
は
、
定
盈
の
勧

め
で
家
康
の
配
下
に
加
わ
る
と

下
吉
田
に
柿
本
城
を
築
き
、
三

遠
の
守
り
を
強
化
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
遠
州
攻
め
の
中
で
鉄

砲
で
撃
た
れ
、
討
ち
死
に
し
て

し
ま
い
ま
す
。

　

幼
く
し
て
父
を
失
っ
た
重
時

の
子
重
好
は
18
歳
で
鳶
ケ
巣
山

の
奇
襲
攻
撃
に
参
加
し
、
戦
功

が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
徳
川
四
天
王
の

ひ
と
り
井
伊
直
政
に
仕
え
、
の

ち
に
水
戸
徳
川
家
の
家
老
と
な

り
ま
し
た
。

【三遠、国境の攻防】

～遠州への足掛かり～

【三遠、国境の攻防】

～遠州への足掛かり～

よ
し 

も
と

う
じ 

ざ
ね

た
だ 

つ
ぐ

と
お
と
う
み
の
く
に

さ
だ 

み
つ

や
す 

も
ち

し
げ 

と
き
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